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ま　え　が　き

　昭和40年4月に創設された東南アジア研究センターは，本年をもって15周年を迎えるこ

とになりました。本要覧はそのことを記念して，本センターの沿革，過去15年間に蓄積し

えた主な業績，現在の研究活動などをとりまとめたものであります。

　振りかえってみますと，本センターの存在が今日のように国内・外から評価されるに至

ったのは，創設以来，センターに直接的にあるいは間接的に関係された多数の方々の御努

力と御尽力のおかげであることを想わざるをえません。わたくし共は，センターの研究活

動をさらに進展させ，江湖の御期待に沿うように努力いたし，これによって学内・外から

賜った長年の御好意に対するお礼とさせて頂きたい決意でおります。今後とも本センター

に対して，一層の御教導を賜わりますよう衷心より御願いを申し上げます。

昭和55年9月20日

　京都大学東南アジア研究センター

　　　　　所長渡部忠世
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第1章性格と沿革

　京都大学東南アジア研究センターは，東南アジアおよびその周辺諸国を総合的に研究す

ることを目的として設立された特色ある研究機関である。東南アジアとは，ベトナム・ラ

オス。カンボジア・タイ。ビルマ・マレーシア・シンガポール・インドネシア・フィリピ

ンの9力国をさすが，研究の対象としては，厳密にこの範囲に限定しているわけではない。

仏教の研究のためスリランカをふくめ，熱帯稲作の研究のためバングラデシュ・インドに

まで手をのばし，対外経済活動の研究のためには香港・台湾・韓国をも対象としたことも

ある。周辺諸国というのは，この意味である。

　我々の研究方法は，欧米の「地域研究」Arca　Studyとくらべて，東南アジアの自然理

境野諸要因の自然科学的研究をもふくむ点において，人文科学とくに下平学と政治学を中

心とする欧米の研究方法とは異る特色をもっている。この意味で我々は自らこのような研

究態度を「総合的地域研究」Integrated　Area　Research‘と呼ぶことがある。さらに当セ

ンターは，上述の学際的研究方法に加えて，その研究対象の力点を近代以降の東南アジア

におき，かつ文献解釈的研究よりは現地調査を重視して，現在の生々として活動し，変転

している東南アジアの学問的理解に貢献することを期している。

　近隣のアジア諸国とわが國との学術文化の交流が深まるにつれて，当センターが地域研

究の中心として果すべき役割への期待はいよいよ高まりつつあるが，その要請にこたえる

ため，当センターとしては，東南アジア諸国の学者・文化人はもちろん，東南アジア研究

に関心をもつ世界の学者との不断の交流につとめている。そして同時に東南アジアに関す

る雑誌・資料の蒐集交換を行い，それらをひろく内外の学者に利用してもらえるような体

制を整備しつつある。学問研究の国際交流は，これからの日本にとって大きな課題である

が，とくに近隣の東南アジアの基礎的研究を志向している当センターは，この先達であり

たい。

　東南アジア研究センターが，京都大学に正式に設置されたのは，1965年のことであるが，

それ以前より本学には東南アジアの文化と社会の諸問題｝こ強い関心をもつ一群の研究者が

あり，1958年の春には，早くも東南アジア研究のセミナーが非公式に発足していた。この

セミナーは次第に京都大学や近隣諸大学の教官・大学院学生の関心を集め，やがて月例研

究会に発展，さらに東南アジア研究の一層の推進のため，正式な研究組織をつくる必要が
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感じられ始めた。このため1961年に3名の研究者よりなるチームが，6カ，月にわたってア

ジア・ヨーロッパ・アメリカにおける東南アジア研究の機関や教育プログラムの実情を視

察し，詳細な報告書を提出，この報告書に基づき，本学に東南アジア研究を推進する研究

機関を設立するための準備委員会が発足した。その結果1963年1月には，本学に学内措置

として「東南アジア研究センター」が設けられ，初めて学内共同利用的施設ないし研究活

動の調整の場としての当センターの崩芽を見るに至った。このセンターの初代所長は，ほ

どなく総長に就任された奥田策農学部長であったが，次代の堀江保蔵教授をへて，やがて

岩村忍教授が1964年から1967年に至る3年間所長をつとめられてセンターの基本構想が固

つたと言うことができる。それがセンターの性格として上述したところに他ならない。

　センターは，学内措置として創設せられた当時は，もっぱら民間からの寄付金とフォー

ド財団からの研究奨励金を委任経理金として受入れ，それによって多数の本学教官を東南

アジア各地の現地調査に派遣した。その研究活動の中心は，タイ計画とマレーシア計爾と

いう二つの総合調査であった。それは人類学者による村落定着調査から，農学者による熱

帯稲作の諸条件の研究に至るまで，極めて多岐にわたったが，常に現地に密着し，現地の

研究者と協働して研究を進めるという態度を失わないように留意してきた。このため当初

よりバンコクに連絡事務所を置き，現地の当局，研究者との交渉，連絡に当らせてきた。

これらの幽幽の成果は，1963年に創刊された『東南アジア研究』に次々と発表され，内外

の学者の注目を浴びるに至った。

　この成果に対する評価は，この研究センターが，1965年4月に国立学校設置法施行規則

の改正による全園で初めての「研究センター」として，京都大学の正式の研究機関と認め

られた事によって確定したと言えよう。それより逐年研究部門の増加を認められ，1980年

度現在では10部門（客員部門2をふくむ），教授11（客員部門教授梢当3をふくむ），助教

授10（客員部門助教授相当1をふくむ），助手11（客員部門助手相当2をふくむ）の定員

を持つ研究組織に成長した。特にこの客員部門のうち，地域研究第1（外国人客員）研究

部門は，東南アジアよりの研究者を，センターの客員碩究員として迎えるもので，この種

の国際交流のための部門の設置は全国で最初の試みであった。

　1965年正式設置が認められた時の所長は，当時人文科学研究所の岩村忍教授の兼任であ

り，1967年度は教育学部の相良惟一教授の兼任であったが，1968年度には東南アジア研究

センターの市柑真一教授に引きつがれた。この年，研究センターがそれまで管理委員会と

運営委員会によって運営されて来た規約を改め，学内の付置研究所に準じる「協議貫会規
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程」を定め，また1969年度には「所長候補者選考規程」を定め，それによって初めて任期

を3年とする所長が選任せられることとなった。同年度以降3年ごとに改選をして，1979

年には渡部忠世教授が所長に選任せられ，今日に至っている。現在の研究センターは，教

授・助教授の人事，年々の予算の概算要求，現地調査費の配分等の重要事項の審議決定は，

この協議員会によっており，その協議員はセンターの教授及び助教授1名のほか全学の関

係学部研究所より選任された教授もしくは助教授を所長が委嘱している。その他通常のセ

ンターの重要事項の審議決定は「教授会」，日常の運営に関する細部の打合せは「所員会

議」の相談によっている。

　1969年は，大学紛争の火がセンター一の周辺にもとび散っていたが，こうした体制が整備

されると共に，1970年から新しくインドネシア計画も開始され，またジャカルタに新しい

連絡事務所も設けられた。その成果は，馬立社会経済研究所や中央統計局との協力による

「南スマトラ州総合調査」や「インドネシア産業連関表」の完成などに見られる。これら

の報告は，英語とインドネシア語の双方で公表されて，その後の各種の研究の基礎となっ

ている。

　当センターは，創設の当初以来和英両方の研究叢書の出版を行って，研究成果を内外に

問うて来ているが，1970年以降，邦文の方は創文社に，英文の方はUniversity　Press　of

Hawaiiに出版を依頼して公刊している。また『東南アジア研究』も内外の大学その他の

研究機関と交換しているばかりでなく，財団法人アジア研究協会（理事長　奥田　東）に

依頼して，一般に購読してもらう道をひらいている。

　1969年にセンターのバンコクの現地連絡事務所が，次いで73年にジャカルタの連絡事務

所の運営経費が国の予算として認められていると共に，現地調査費も国の予算で認められ，

ようやく当センターの現地調査を計画的に推進する最少限の基礎が専えられるようになっ

た。それ以来・センターでは，この予算を活用して，大学内の「研究担当教宮」による東南

アジア研究を実質的に支援できるようになりつつある。また1978年度から「非常勤講師経

費」を認められ，さらに1979年度には地域研究第2（客員）研究部門が設けられた事によ

り，「学外研究協力者」が積極的に研究参加できる機会を提供できるようになった。
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K付】　歴代センター関係者一覧

歴代所畏
　　　奥田

　　　堀江

　　　岩村

　　　相良

　　　市村

　　　渡部

　東1963．1－1963。12
保蔵（事務取扱）1963・12－1964・1

　忍1964，2－1968．3
惟一　　　　　　　　　　　1968．　4－1969．　3

真一　　　　　　　　　　　1969．　4－1979．　3

忠世　　　　　　1979．4一

旧準備委員会（1962年6月～1963年1月）

文学部長

教育学部長

法学部長

経済学部長

理学部長

医学部長

薬学部長

工学部長

農学部長

教養部長

人文科学研究所長

文学部教授

教育学部教授

法学部教授

経済学部教授

理学部教授

医学部教授

薬学部教授

工学部教授

農学部教授

教養部教授

人文科学研究所教授

　事務局長

　庶務部長

　経理部長

（幹事）

　文学部助教授

　農学部助教授

足利　惇氏

篠原　陽二

大森　忠夫

山岡　亮一

宮地伝三郎

堀井五十雄

富田　真雄

藤野　清久

奥田　　東

木村作次郎

桑原　武夫

臼井　二尚

相良　惟一

猪木　正道

堀江　保蔵

北村　四郎

西尾　雅七

木村　康一

滝本　　清

四手井綱英

羽田　　明

岩村　　忍

横田　　実

松本忠太郎

浅野　清重

棚瀬　嚢爾

本岡　　武
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庶務課長

主計課長

遠藤　　丞

渡部　　肇

旧管理委員会（1963年1月置1969年3月）

文学部長

　！1

　！1

　！1

　！／

教育学部長

　
長

〃
韓
〃
〃
〃
〃

　
法

経済学部長

！
／

　！／

　1！

　1！

理学部長

　11

足利　惇：氏（1963．1－1964．3）

井上　智勇（1964．4－1966．1）

大山　定一（1966．1－1968．1）

井島　　勉（1968．1－1969．3）

長尾　雅人（1969．3）

重松　俊明（1963．1－1965．12）

鰺坂　二夫（1966．1－1969．3）

中田　淳一（1963．1－1964．　12）

田畑茂二郎（1965．1－1966．12）

長浜　政寿（1967．1－1968．12）

力早藤　　新平　（1969．　1－1969．　3）

林　　　　良平　（1969．　3）

岡音B　　禾ijft　（1963。　1－1964．　1）

filt英一（llll：1＝llll：1）

（防災研究所長）

理学部長

　1！

医学部長

　1！

　11

薬学部教授

薬学部長

　／1

工学部長

　11

　1！

　！！

大橋　隆憲（1966．1－1967．1）

出口　勇蔵（1967．1－1968．1）

山岡　亮一（1968．1－1969．1）

宮地伝三郎（1963．1－1963．3）

速水三一郎（1963．4－1965．3）

　　11　（1965．10－1966．　3）

後藤　良造（1965．4－1967．3）

芦田　譲治（1967．4－1969．3）

堀井五十雄　（ig63．　1－1965。　6）

L主1日ヨ　　　肇　（1965．　6－1968。　7）

岡本　　彩宰造　（1968．　8－1969．　3）

木村　康一（1963．1－1964．4）

上尾庄次郎（1964．5－1968．4）

掛見書一良β　（1968．　5－1969．　3）

藤野清八（1963．1－1963．3）

藤本武助（1963．4－1965．3）

桜田　一郎（1965．4－1967．3）

前田　敏男（1967．4－1969．3）



東南アジア研究センター所長・農学部長

　　　　　　奥田　東（1963．1－1963ほ2）

農学部長　　小林　　章（1963．12－1967．12）

　”　　　赤藤克己（1967．12－1969．2）

　〃　　（事務取扱）

　　　　　　柏祐賢（1969．2－1969．3）

教養部長　　木村作治郎（1963．1－1963．4）

　〃　　（事務取扱）

　　　　　　闘原　秀一（1963．4－1963．6）

　　　　　柴田　実（1963．6－1965．6）

　　　　　　山下孝介（1965．6－1967．6）
〃
〃
〃 羽田　　明（1967．6－1969．3）

人文科学研究所長

　　　　　桑原

　〃　　　森

　〃　　　藪内

武夫（1963．1－1963．9）

鹿三三　（1963．10－1967．　9）

　清　（1967．10－1969．　3）

結核胸部疾患研究所長

　　　　　　長石　忠三（1965．10－1968．iO）

　〃　　　辻　　周介（1968。10－1969．3）

防災研究所長

　　　　　石原藤次郎（1966．4－1968．3）

　〃　　　矢野　勝正（1968．4－1969．3）

東南アジア研究センター所長（事務取扱）

　　　　　　堀江　保蔵（1963．12－1964．1）

東南アジア研究センター一所長

　　！！

（幹事）

事務局長

庶務部長

　　！1

　　1／

経理部長

　　！1

村
良

岩
相

田
面
藤
川
野

壷
面
内
石
浅

忍（1964．2－1968。3）

nc一一　（1968．　4－1969．　3）

実（1965，6－1967．9）

gA　（1963．　1－196s．　3）

　　　和美　（1965。　6－1966．　9）

　　　高歯（1966．9－1969．3）

　　　清重（1963，1－1964。3）

西間木久郎（1965．6－1969．3）

旧運営委員会（1965年6月～1969年3．月）

　（東南アジア研究センター所長）

　人文科学研究駈教授

　　　　　　岩村　忍（1965．6－1969．3）

　文学部教授　泉井久之助（1965．6－1969．3）

　　〃　　　織田　武雄（1965．6－1966．6）

教育学部教授
　　　　　　羊目良　　惟一　（1965．　6－1969．　3）

法学部教授　猪木　正道（1965．6－1969．3）

経済学部教授

　　　　　　堀江保蔵（1965．6－1967．6）

理学部教授　芦田　譲治（1965．6－1967．6）

医学部教授　西尾　雅七（1965．6－1965．7）

　〃　　　西占　　貢（1965．6－1969．3）

工学部教授　滝本　　清（1965．6－1968。6）

農学部教授　四手井綱英（1965．6－1969．3）

　〃　　　　　　　jll口桂三≡1良5　（1965．　6－1969。　3）

教養部教授　柴田　　実（1965。6－1966．6）

　〃　　　吉井　良三（1965．6－1968．6）

東南アジア研究センター教授
　　　　　　本岡　　　　武　（1965．　6－1969．　3）

医学部教授美濃口玄（1965．8－1969．3）

薬学部教授木島　正夫（1965．8－1969．3）

東南アジア研究センター教授
　　　　　　石井米雄（1965．　8－1966．　61967．　8－1969．　3）

結核胸部疾患研究所教授

　　　　　　内藤益一（1966．7－1969．3）

法学音区教授　　溜？也　　良夫　（1966．　7－1967．　6）

医学部教授　藤原　元典（1966．7－1968．6）

防災研究所教授

　　　　　　山口　真一（1966．7－1969．3）

経済学部教授

　　　　　　田杉　　競（1967．7－1969．3）

理学部教授　小沢　泉夫（1967．7－1969．3）

工学部教授　森山三一郎（1968．7－1969．3）

教養部教授　平野　　実（1968．7－1969．3）

教育学部教授
　　　　　池E日　　　　実　（1968．　7－1969．　3）

東南アジア研究センター教授

　　　　　市村　真一（1968．11－1969．3）

歴代協議員（1969年4月～）

　文学部教授　西田　龍雄（1969．4－1976．！）

　教育学部教授
　　　　　　季目良　　」W佳一　（1969。　4－1971．　3）

　医学部教授　美濃口　玄（1969．4－1971．3）
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薬学部教授　木島　正夫（1969．4－1977．3）

工学部教授　向井　　滋（1969．4－1977．3）

農学部教授　川口桂三郎（1969．4－1977．3）

　〃　　　四手井綱英（1969．5－1975．3）

教養部教授　平野　　実（1969．4－1974。3）

法学部教授　猪木　正道（1969．10－1970．7）

東南アジア研究センター教授

　　　　　　本岡　武（1969．4－1978．4）

法学部教授　福島徳寿郎（1971．4－1975．3）

経済学部助教授
　　　　　　［1；Ev’ge　　亮二　（1971．　4－1975．　9）

医学真昼教授　　差口藤　　篤二二　（1971。　4－1973．　3）

防災研究所教授

　　　　　　石崎　二七（1971．4－1975．3）

経済研究所教授

　　　　　　建元　正弘（1971．4－1972．9）

東南アジア研究センター教授

　　　　　　久馬　一剛（1971．4－1978．3）

　〃　　　（助教授）教授

　　　　　　潤浩一曝1＝器、1）

人文科学研究所教授

　　　　　　日比野丈夫（1972．10－1976．10）

医学部教授桂　英輔（1973。4－1975．3）

木材研究所教授

　　　　　　満久　崇磨（1973．4－1977．3）

ウイルス研究所（助教授）教授

　　　　　　徳田　正夫（1973．4－1980．4）

教養部教授　吉井　良三（1974．4－1977．4）

医学部教授　吉閏　　修（1975．4－1977．3）

防災研究所教授

　　　　　　中島暢太郎（1975．4－1979．3）

文学部教授　水津　一朗（1976．1－1977．3）

教養部教授　熊本　水頼（1977・4－1980・3）

文学部助教授

　　　　　　中　　久郎（1977．4－1979．3）

木材研究所教授

　　　　　　越島　哲夫（1977．4－1979．3）

東南アジア研究センター助教授

　　　　　　坪内　良博（1977・4－1979・3）

※現協議員については第2章（2）に掲げている。

6

旧職員名簿

　本岡　　武　教授

　飯島　　茂　助手

　荻野　和彦　助手

　久馬　一剛　助教授・教授

　笠原　礼子　助手

　瀬戸口烈司　助手

　橋本由生枝　助手

　辻井　　博　助手

　水野　浩一　助教授・教授

　山田　　勇　助手

　山影　　進　助手

藤山　京次

山本　　久

森　　健二

井上　清史

森本　　初

西野　清一

砂川　繁一

加藤　一郎

事務主任

事務官

〃
〃
〃
〃
〃

1965．　6－1978．　4

1965．　7－1967．　3

1965．　7－1966．　5

1967．　8－1978．　4

1967．12－1969．　4

1967．12－1973．　4

1969．　6－1978．　6

1969．　9－1977．　4

1970．　4－1979．10

1975．　5－1980．　4

1976．12－1980．　4

1965．　6－1970．　5

1965．　6－1968．　4

1965．　7－1971．　4

1968．　4－1974．　6

1968．　4－1972．　6

1968．　5－1970．　9

1969．　9－1978．12

事務主任・事務掛長

　　　　　　　1970．

木田　康夫　事務官

河合　文平　事務長

西野　　博　会計掛長

文字　健二　庶務掛長

川合　教博　会計掛長

森田　　修　事務長

吉田　孝弘　庶務掛長

西村　　朗　会計掛長

人見　輝雄　事務長

重松（友杉）茉莉子

笠原（海田）礼子

小松（百々）チエ子

胴飼（田上）翠

　　　5－1972．　4

1970．　9－1980．　4

1971．　4－1974．　4

1972．　4－1973．　6

1972．　4－1975．　4

1973．　6－1976．　4

1974．　4－1977．　4

1975．　4－1979．　4

1976．　4－1978．　4

1977．　4－1980．　4

事務補佐員

　　　1966．　2－1966．　4

1
！

　1966．　2－1967．11

1
1
　1966．　2－1971．　4

1
！

　1966．　4－1968．　3



井上　孝子

橋本（谷本）由生枝

山崎　和子

今中（海閏）陽子

薪宮（原田）敬子

堀（平井）倭佐子

市古（山内）泰子

葛城（村田）登代子

堀江まち子

辻　　典子

1
！

　1967．　4－1967．　9

！
1

　1967．　4－1969．　4

1
1
　1968．　4－1969．　8

！
！

　1969．　4－1974．10

1
1
　1969．　4－1971．　3

！
！

　1964．　4－1977．　6

1
1
　1970．　4－1973．　1

！
！

　1970．　4－1971．　5

！
1

　1971．　5－1973．　6

1
／

　1971．　6－1972．　1

内木十起子

高橋（長坂）みどり

伊豆蔵（小牧）裕子

馬場（安成）登起子

高橋（河合）春美

西垣（板埴）真子

石川（水野）はるな

上田（江森）真理子

井上由紀栄

津田　充代

1
！

　1972．　4－1973．　9

1
1
　1972．　4－1973．　5

1
！

　1973．　4－1974．10

！
！

　1973．　5－1978．　3

！
1

　1973．　6－1974．　3

1
！

　1973．　7－1975．le

1
1
　1974．　11－1977．　10

！
1

　1975．　4－1977．　3

1
1
　1975．　4－1977．10

！
1

　1975．11－1979．　3
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第2章機構と組織

（1）機 構

　1980年度現在，東南アジア研究センターは，10硬究部門（客員研究部門2を含む）およ

び1資料部からなり，また東南アジア地域の現地調査を円滑に行なうための海外連絡事務

所として，タイ国にバンコク連絡事務所を，インドネシアにジャカルタ連絡事務所を設置

している。事務部は庶務・会計の2掛に分かれ，それぞれ業務を担当している。また，本

センターの議決機関・協議機関として，協議員会，教授会，所員会議が設けられている。

　以上を表示すれば次の通りである。

所長

一生物構造研究部門

一社会構造研究部門

一文化構造研究部四

一自然構造研究部四

一生活環境研究部門
一画究部門一一人口問題研究部門

　　　　　　　一経済発展硬究部門

　　　　　　　一政治構造研究部門

　　　　　　　一地域研究第1（外国人客員）研究部門

一資料部　　一地域研究第2（客員）研究部門

一バンコク連絡事務所

一ジャカルタ連絡事務所

一事務部刊＝難

一浴議員会

一教授会
一所員会議

（2）協　議　員

　協議員会は，センターの運営に関する最高議決機関であり，センターの所長，教授およ

び助教授1名並びに関係学部・研究所より選任された教授または助教授に対しセンター所

長が委嘱した協議員によって構成されている。

　1980年度の協議員は次の通りである。
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東南アジア研究センター協議員

　　　　文学部

　　　　法学部

　　　　理学部

　　　　医学部

　　　　薬学部

　　　　工学部

　　　　農学部

　　　　教養部
　　　　人文科学研究所

　　　　結核胸部疾患研究所

　　　　木材研究所

　　　　防災研究所

　　　　経済研究所

　　　　霊長類研究所

（1980年6月1日現在）

東南アジア研究センター

　　『司

　　同
　　同
　　同
　　同
　　同

　　同

　　同

縢
難
雛
簾
雛
難
難
叢
叢
雛
翻
韓

明
郎
男
貢
守
雄
輔
明
邦
孝
謙
夫
司
蔵
世
雄
一
正
心
暢
文
吉
朗

　
太

利
吉
邦
　
　
種
利
恒
光
　
　
節
親
俊
忠
仕
組
和
好
　
成
保
捷

地
田
槻
占
端
　
山
林
田
松
地
田
口
局
部
井
村
林
谷
野
田
場
即

応
勝
岩
西
田
港
丸
小
吉
寺
島
奥
森
川
渡
石
市
単
高
雄
前
安
福

（3）職 員

センターの職員は，（イ）研究部，（ロ）資料部（図書室，編集室，計算機室），（ハ）事

務部に分かたれる。1980年7月1日現在の職員は，次の通りである。

（イ）研究部

世
雄
一
世
正

忠
米
真
忠
和

部
井
村
部
林

素
意
市
渡
小

長
授

所
教

作物学

童南アジア史，南方上座部仏教比較論

後進国発展細

作物学

入口学

9



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

一
暢
文
吉
博
夫
宏
朗
男
之
治
雄
剛
司
雄
三
郎
生
本
　
伽

好
成
保
良
姑
窪
光
恭
健
久
耕
醐
纂
卓
立
K

谷
冨
場
内
三
界
崎
谷
屋
川
奮
叢
下
羽
重

高
矢
前
安
坪
吉
海
福
江
三
土
古
加
田
四
域
松
口
丘
踊
k

　
　
　
）
授
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
　
　
授
人
員

　
　
　
擁
教
　
　
　
　
　
　
賭
国
究

　
　
　
（
助
　
　
　
　
　
　
　
　
助
　
　
　
客
外
罰

夫
子
子
子
聖

静
有
康
祥

木
野
野
本
田

鈴
奥
北
山
安

手
　
手
　
手

助
　

助
　

恥

部料
室

　
集

資
編

の（

室書図

室機算計

也
郎
子
亮
夫
子
子

　
　
理
之
　
　
代

欣
嗣
真
慶
重
房
加

田
上
沢
田
本
股
野

藤
村
米
村
山
二
作

　
　
長

　
　
掛

部務
長
掛

　
務
務

事
事
庶

の（
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自然地理学

政治発展論

文化人類学

経済発展論

社会構造の比較

経済発展論

農業水文学

農業立地学

経済発展の計量分析

東南アジア言語学

インドネシア現代史

土壌地理・生成

社会学

作物学

ベトナム社会経済史

気象学

人口論

社会人類学

東南アジア史

農村社会学

農業社会経済史



会計掛　　掛長
辺
谷
本
谷

渡
三
三
金

孝　三

　　優

猛　司

ちはる

（4）　海外連絡事務所

（イ）　バンコク連絡事務所

　バンコク連絡事務所（現在地，3Soi　25　Sukhumvit　Road，　Bangkok，　Thailand）は，

1963年10月に開設されて以来，5度にわたって駐在地の変更があったが，この間，のべ29

名が駐在，任に当った。

　歴代の連絡事務所駐在員は，次の通りである。

武
茂
一
武
茂
孝
茂
武
茂
雄
朗
宏
之
吉
朗
一
博
宏
博
宏
雄
宏
勇

　
　
惟
　
　
　
　
　
　
米
捷
能
恭
保
捷
浩
　
能
　
能
米
能

岡
島
良
岡
島
松
島
岡
島
井
井
田
谷
場
井
野
井
田
井
田
井
田
田

本
二
相
本
丁
鳥
飯
本
飯
石
福
海
三
安
福
水
辻
海
辻
海
石
海
山

1963年10月～1964年3月

1964年4月～1964年5月

1964年6月～1964年9，月

1964年10月～1965年1月

1965年1月～1965年6，月

1965年7，月～1965年8月

1965年8ノヨ～1965年9月

1965年10月～1966年3月

1966年3月～1966年6月

1966年6月～1967年4月

1967年4月～1969年4月

1969年4月～1970年3月

1970年3月～1971年6月

1971年6月～1972年5月

1972年5月～1972年9月

1972年9月～1973年3月

1973年4月～1974年4月

1974年4勇ヨ～1974年5月

1974年5月～1974年10月

1974年10月～1976年10月

1976年10月～1676年12月

1976年12月～1977年10月

1977年10月～1977年11月
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矢野　　暢

桜井由豪雄

山影　　進

吉原久仁夫

水野　浩一

三谷　恭之

（口）　ジャカルタ連絡事務所

1977年11月～1978年1月

1978年1月～1978年11月

1978年11月～1979年4月

1979年4月～1979年7月

1979年7月～1979年9月

1979年9月～

　ジャカルタ連絡事務所（現在地，Ja正an　Kartanegara　60，　Kebayoran　Baru，　Jakarta，

Indonesia）は，1970年10月に現在地に開設され，以来のべ17名が駐在の任に当った。

　歴代の連絡事務所駐在員は，次の通りである。

正
夫
二
二
博
生
二
二
文
勇
正
文
治
雄
雄
治
剛

　
経
博
　
良
裕
健
良
成
　
和
成
健
米
久
健

原
田
村
野
内
上
屋
内
田
田
林
田
屋
井
川
屋
藤

西
飯
西
矢
坪
野
二
二
前
山
小
前
土
石
壁
土
加

1970年5月～1972年4月

1972年5月～1973年3月

1973年5月～1973年11月

1973年11月～1974年2月

1974年2月～1974年4月

1974年4月～1975年5月

1975年4月～1975年7月

1975年7月～1976年6月

1976年6月～1976年9，月

1976年9月～1976年10月

1976年10月～1977年3月

1977年4月～1979年3月

1979年3月～1979年4月

1979年4月～1979年6月

1979年6月～1979年10月

1979年10月～1980年9月

1980年9ノヨ～

（5）　研究担当教官

　当センターは，東南アジア研究に関心をもつ学内各学部・研究所の教官に，研究担当教

官として参加を委嘱している。

　1980年度において，これらの学内研究担当教官は，156名を数えるが，その学部，研究

所等の内訳は，以下の通りである。
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研究担当教官

　　　　教育学部

　　　　理学部

　　　　医学部附属病院

　　　　工学部

　　　　農学部附属演習林

　　　　化学研究所

　　　　結核胸部疾患研究所

　　　　食糧科学研究所

　　　　ウイルス研究所

　　　　霊長類研究所

1名
6

2

17

1

1

7

1

1

10

法学部

医学部

薬学部

農学部

教養i部

人文科学研究所

木材研究所

防災研究所

経済研究所

体育指導センター

　　　　　計

5名
8

4

51

12

3

12

11

2

1

156

（6）　学外研究協力者

　当センターは，総合的に地域研究を実施するため，東南アジア地域の研究に関心をもつ

全国各地の大学・研究機関等の研究者に，研究協力を仰いでいる。

　1980年度において，これら研究協力者は，152名を数えるが，その専科別内わけは，次

の通りである。

学外研究協力者

総合

社会学

政治

地理

理学

閉経および人口論

言語

34名

9

10

9

9

13

8

入類学

歴史

農学

医学・薬学

経済

水文その他

計

10名

10

11

10

10

9

152
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第3章研究　活　動

（1）　出 版

　東南アジア研究センターにおけるさまざまな研究活動の成果は，センターが刊行する出

版物を通じて発表されている。

　センターでは，1963年以来『東南アジア研究』（年4回刊行）を出版しているほか，和

文・英文の叢書，リプリント・シリーズ，ディスカッション・ペーパー等を刊行している。

これらの叢書及び論稿は，第5章出版目録に，その一覧を掲げてあるので，御参照いただ

きたい。

（2）　調査・研究

　センターの研究活動は個別研究と共同研究に大別される。現在のセンター所員の主要な

個別研究は，第4章「研究スタッフ」における現在の研究テーマの項に見る通りである。

共同研究は様々なものが行われるが，自然科学者と人文社会科学者の共同による総合的研

究が重視される。

現地調査

　偶別研究，共同研究とも主として現地調査に基いて行われ，共同研究にはセンター所員

のみならず，学内および学外の研究者にも広く協力を求め研究参加を委嘱している（学内

研究担当教官，学外研究協力）。

　東南アジアおよびその周辺地域の現地調査研究のためにセンターが派遣した研究者は，

1963年度から1980年度（5月まで）の間に延べ547人に及んでいる。その研究分野は，宗

教学，塩類学，社会学，歴史学，言語学，人口学，教育学，経済学，政治学，農業経済学，

農学，農業土木学，土壌学，地質学，吉生物学，生物学，森林生態学，医学，薬学，等々

多岐にわたっており，またその多くは総合的な共同研究の一部として派遣されたものであ

る。

共同研究

　1979年度末までに終結あるいは現在進行中の共同研究のうち比較的規模の大きいものに

は，以下の共同研究がある。（＊印は，プロジェクトとしては完了したもの）。
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＊1．　タイ地域研究

　次のマレーシア地域研究とともに，センター発足以来「コア・プロジェクト」としてセ

ンター研究活動の中心的な共同研究であったもので，農業経済学，人類学，社会学，政治

学の各専門家のタイ国における現地調査研究を中心に，他の人文社会科学および自然科学

の個別研究とも関連して行われた総合的な共同研究である。

＊2．　マレーシア地域研究

　岡じく当初センターの「コア・プロジェクト」であったもので，社会学者，人類学者が

農学，土壌学，農業土木学，医学等の専門家の協力をえて行ったマレーシア稲作社会の現

地調査研究である。1967年以降マレーシア大学との共同研究も行われた。

＊3．　南スマトラの経済寄子

　LEKNAS（インドネシア共和国社会経済研究所）との共同研究として実施され，南ス

マラトの地域経済・農家経済の特徴を明らかにするとともに，地域発展に必要なデータの

提出を目的とした共同研究である。

＊4．　工業化が首都近郊農村に与える影響

　現在の工業化が酋都近郊の農村社会にどのような社会的・経済的影響を与えるかについ

て，タイ・マレーシア・インドネシア・フィリピンにおいて人類学者と各国の専門家が共

同研究を行ったもの。

＊5．　東南アジアの自然と人間

　近代化の過程において東南アジア熱帯地域の社会変容が気候，地形，植生，土壌などの

猿境条件にどのように規定されるかという問題の解明を蹟的とした自然科学者と社会科学

老の共同研究。

＊6．　タイ国低地土壌の生産力調査

　土壌学者と地質学者がタイ国各地域の低地で土壌・地質を資料蒐集，分析し，各地域の

土壌の生産力に関する評価を行ったもの。

＊7．　東南アジアの民族独立運動

　！941～57年における東南アジア諸国の民族独立運動の構造を，その政治思想と社会文化

構造の分析を通じて明らかにしょうとしたもの。
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＊8．　メコン・デルタの農業環境調査

　メコン委員会との共同プロジェクトとして，農学・土壌学・社会学・人類学・農業経済

学の各専門家が，ベトナムのメコン・デルタ地帯における自然・社会・経済と農業との関

連を明らかにしょうとした共同研究。

＊9．　イラワジ・デルタの農業環境調査

　同じく自然条件と農業との関連をビルマのイラワジ・デルタ地帯について明らかにしょ

うとしたもの。

＊19．東マレーシアにおける潜在農業生産力調査

　土壌学・地形学・農学・農業土木および農業機械の専門家がサラワクにおいて，その潜

在農業生産力の調査を行った共同研究。

＊11．インドネシア経済の投入産出分析

　センターとLEKNASの共同プロジェクトとして日本，インドネシアの両国から経済

学者が参加し，インドネシア経済の投入産出表を作製，それに基づき，インドネシア経済

の分析を行ったもの。

＊12．　気候変化が農業生産に及ぼす影響

　International　Federation　of　lnstitutes　for　Advanced　Studiesの「気候が人間に与え

る影響」プロジェクトの一部として，農業経済学者と農業気象学者が中心となって東南ア

ジア，南アジア，東アジアの各地で行なった研究。

＊13．‘緑の革命’と農村開発

　東南アジア諸国における新品種・新年徳普及の障害：要因，農村開発における教育の役割，

および障害克服のための方策の究明を目的とした自然科学者と社会科学者の学際的共同研

究。

＊14．東南アジア稲作社会におけるイスラームの役割

　インドネシア稲作社会におけるイスラムの役割に関して，社会学者を中心に地質学，農

学，農業経済学など多分野の専門家が，環境・技術・経済・社会・文化など種々の角度か

ら総合的に解明しようとする共同研究。関連プロジェクトに17及び25。

＊15．東南アジアにおける人口圧力，家族周期と社会構造

　インドネシア，マレーシア，タイ，フィリピンおよび日本の農村についての比較研究で，
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家族の人口学的再生産の結果と農地の所有・相続等との関係を人口の留村と離村とに焦点

をあてて研究しようとするもので，1980年度も進行中である。

＊16．　アジア地域における文化摩擦

　文部省科学研究費（特定研究）による共同研究の一部をなすもので，1979年度に次の3

つのプロジェクトが終了した。

　（1）　異民族支配と文化摩擦

　ビルマ・タイ・マラヤおよび日本に対するビクトリア朝英国入の考え方を中心として，

植民地支配のアジア人に対する見方と，それより生ずる文化摩擦を解明しようとするもの

である。

　（2）　日本人の南方関与と文化摩擦

　日本人の南方関与に関する一次資料の蒐集と，社会・経済・心理的要因に関連して，文

化摩擦の理論からE体人の南方関与の様式を分析しようとするもの。

　（3）　経済発展と文化摩擦

　主要アジア諸国における，外国資本・技術による経済発展がもたらす文化摩擦と社会的

緊張の解明とその解決策の模索を目的とする共同研究である。

＊17．熱帯多雨気候下におけるイスラーム社会の展開過程

　南スマトラの自然と社会に関する当センターとシュリヴィジャや大学の共同調査計画。

＊18．緯度を異にする世界諸地域の主食作物の生産力評価，特に再現性の実証に関する研

　　　究

　昭和53年度に製作した人工気象装置の制御性能を目標とする栽培濃境の再現性能を調査

し，本装置によって各種作物の本来の生育地における温湿度条件が再現でき，その生産力

を十分に引き出しうることが確認された。

＊19．熱帯アジアにおけるクロッピング・システム作物生産，食糧構造の比較研究

　自給的農業の実態を詳しく調査し，在来農法の合理性，伝統的食糧構造の多様性などを

農学的な側面から明らかにするために，インド，スリランカ，インドネシアで村落レベル，

あるいは農家レベルでの調査を実施した。

＊20．　ビルマ，アッサムにおける野生イネの分布と栽培イネの生態型分化の調査

　昭和53年度にインド，ビルマで実施した現地調査での観察結果と，現地で採集した野生
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イネや栽培イネの形質調査，古煉瓦中の籾殻の形態調査などをとりまとめ，同地域におけ

る栽培イネの変遷に関する報告書を刊行した。

21．　間作，混作および輪作の諸形態の研究

　間作，混作などの作付様式ならびに輪作方式を実験圃場に作出し，それらの物質生産特

性，群落構造，エネルギー収支などを解析的に調査した。また，構成作物の収量成立過程

を発育追跡法により明らかにした。1980年度も進行中である。

22．熱帯アジアにおける水田の分類と評価

　熱帯アジアの水田のもつ特性を，個々の要素の単なる重ね合わせによるのではなく，総

観的にあるいは景観的に，10万から25万分の1の縮尺で分類し，かつ評価する方法論をつ

くり出すことをねらいとしている。ランドサットのようなリモート・センシングデータと

現地踏査を有効に併用する方法をとっている。1980年度も進i組中である。

23．低地開拓史の研究

　アジアの低地は稲作地であるという前提のもとに，主要低地の開拓史を勉強している。

1979年以来，揚子江，珠江，メコン，ガンジス等が取りあげられている。可能なら，アジ

ア型低地開拓の基本型を作り出そうというもの。1980年度も進行中である。

24．東南アジア海域世界の総合研究

　本総合研究は，東南アジア海域世界という新しい視座に立って歴史の中における海洋の

意味を多角的にとらえようとするものである。1980年度も進行中である。

25．　熱帯島三三における人の移動に関わる環境形成過の研究

　熱帯島四域において入の移動がもたらす自然環境の変容と，それにともなう農業技術，

社会組織の環境への適応とを総合的に調査し，流動する水界稲作民の環境形成過程を解明

する。1980年度より進行中である。

26．稲作の国際比較

　東南アジアと比較して，日本の稲作を検討するというのがねらい。佐賀平野，木曽川輪

中，蒲原平野を調査対称に選び，日本稲作の自然立地，技術，社会・経済史的特徴を模索

する。1980年度も進行中である。

27．　日本農耕におけるオーーストロネシア的要素

　日本の農耕には朝鮮半島要素，江南要素，南島要素の混合がある。ここでは，南島要素
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がいかなるかたちで伝播し，現存するかを八重山等をフィールドに解明しようとする。

ユ980年度より進行中である。

共同研究計画

　なお，センターの研究計画委員会は，1980年度より5力年計画で「東南アジア世界の形

成過程に関する総合的研究」と題する学術的研究を実施する予定。この計画は，人文・自

然系を中心とする「熱帯モンスーン・エコシステムにおける農業の発展と地域間交渉の展

開」と題するA計画と，社会系を中心とするB計画「小型家産制国家の社会基盤と経済

発展」というふたつの研究計画より成る国際共同研究計画である。

（3）　国際会議・シンポジウム

　東南アジア地域研究に関して内外の研究者とより広く意見を交換するため，これまでに

次の8つのシンポジウムが，センターの主催または他機関との共催で開かれた。

　1．　マラヤ稲作シンポジウム（京都，1964年9．月）

　農林省，海外応徳協力団との共催により，60威名の専門家が参加，マラヤを中心に東南

アジアの稲作に関する多数の専門的な問題が討論された。

　　出　版：Rice　Culture　in　Mlalaya（CSEAS　Symposium　Proceedings　T），　KyQto，1965．

　　　　　　　『東南アジア研究』2巻3号：マラヤ稲作シンポジウム特集号（1965）．

　2．東南アジアにおける日本の将来（京都，1965年6月）

　最初のセンター主催の国際シンポジウムで，各国より21名の政治学者が参加，当時，東

南アジア諸国が直面した諸問題を，日本の役割に焦点を当てつつ討議された。

　　出　　版：Masamichi　lnoki（ed．），　Jaψan，s　Future　in　Soutliea∫t　Asia（CSEAS　Symposium　Proceed－

　　　　　　ings　II），　K二yoto，1966．

　3．東南アジアにおける水資源の利用（京都，］965年9月）

　農林省，海外技術協力団との共催により，約60名の専門家が参加，東南アジアの水利開

発計画，水文，灌瀧排水と農業などの専門的・技術的問題が討論された。

　　出　　版：陳南アジア研究』3巻4号：水資源利用に関するシンポジウム特集（1966）。

　　　　　　Yog．　hikazu　Fujioka　（ed．），　Water　Resottrce　Utilization　in　Southeast　Asia　（CSEAS　Sympo－

　　　　　　sium　Proceedings　1II），　Kyoto，　1966．

　4。東南アジア医学シンポジウム（京都，1966年10月）

　厚生省，海外技術協力団との共催により，約100名の専門家が参加，寄生虫・ウイルス
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性疾患・性病・結核の4部会に分かれて東南アジアの医学的問題が討論された。

　　出　版：鐙釣アジア研究』4巻4号：東南アジア医学シンポジウム特集号（1967）。

　　　　　　　Noboru　Higashi　（ed．），　Medical　Problems　in　Sotttheast　Asia　（CSEAS　Symposium　Series

　　　　　　　IV），　Kyoto，　1968．

　5．東南アジア農業技術シンポジウム（京都，1967年6月）

　主としてセンターの派遣により現地調査を行った農学関係老が参加したシンポジウムで，

東南アジアにおける農業技衛改良の問題点とその対策が討議された。

　　出　版：『東南アジア研究』5巻4号：東南アジア農業技術シンポジウム特集号（1968）。

　6．　東南アジア経済発展（京都；大阪；東京，1972年！0月）

　東南アジアおよび東アジア諸国における戦後の経済発展に関する国際シンポジウムで，

東南アジアおよび田本を含む東アジアより30名の経済学者が参加，10編の報告と討論がな

された。

　　出　版：市村真一編，『東南アジアの経済発展』東南アジア研究双書10，創文社，1975。

　　　　　　　Shinichi　lchimura　（ed．），　Economic　DeveloPment　of　East　and　Southeast　Asia　（CfSEAS

　　　　　　　Monograph　Series　E－7），　University　of　Hawaii　Press，　1975．

　7．　出生推移に関するシンポジウム（京都，1975年12月）

センターと米国ホノルルのEast－West　Population　lnstituteの共催による国際シンポ

ジウムで，東アジア・東南アジア・米国・日本より21名の専門家が参加，東南アジアと東

アジアにおける出生力の推移とその要因が討論された。

　　出　版：Lee・Jay　Cho　and　Kazumasa　K：obayashi（cds．），　Fertility　TranSition　of　thc　Eαst　Asian

　　　　　　　Populations，　University　of　Hawaii　Press，　forthcoming．

　8．　アジア・サブ・リンク・プロジェクト・シンポジウム（京都，1979年3月）

　：東南アジア・東アジアより33名の経済学者が参加，各国の計量モデルについて12編の報

告と討論がなされた。

　　出　版：『東南アジア研究』17巻2号，3号，4号：アジア・サブ・リンク・プロジェクト・

　　　　　　　シンポジウム特集号（1979）。

（4）　国際交流

　センターにおける研究活動の推進とその寄与を深めるため，種々の形で外国の研究者，

専門家との交流にも力が注がれている。
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外国人研究者の招聴

　1976年度より客員研究員の制度をセンターに設け，主として東南アジア諸国の研究者を

招聰し，滞在中センター研究スタッフの一員として共同研究あるいは意見の交換を行なっ

ている。そのほかにも随時，外国人研究者の訪問，滞在を受け入れ便宜を計っている。以

下は1963－1980年度の間に一定期間センターにおいて研究を行った外国人研究者のリスト

である。

A．外国人研究員

Gerard　DiMoth

Likhit　Dhiravegin

Sorasith　Vacharotayan

Edita　A．　Tan

Charnvit　Kasetsiri

Kyaw　Soe

Narong　Thiramongko｝

Hadiarto　Mangunnegoro

Kusnadi

Thak　Chaloemtiarana

Leslie　Espafia　Bauzon

1976－77

1976

1976

1977

1977－78

1977－78

1978－79

1978

モン・クメール比較言語学

タイ国および日本の近代化

熱帯土壌の生産力

アジアの金融市場

東南アジア史

ビルマ産の植物

地形発達史

病理生理学・肺機能の研究

1978－79結核制御に関する研究

1978－79　タイ王国現代政治史

1979－80東南アジア近世史

Boonyawart　Lumpaopong　1979

Mattulada　1979－80

弓長鐸（Chan　Tan）

丘立本（QヌuLi　Ben）

Sajogyo

1979－80

1980

1980

土壌肥沃度に関する研究

社会文化人類学に関する研

究

気象学

東南アジア史

農村社会学

R．A．　L．H．　Gunawardana　1980－81　アジア農業社会経済史

B・その他の外国入学者

」．H．　Badgley　　　　　　1964－65東南アジアにおける国際政

　　　　　　　　　　　　　　　　　　治

University　of　Chicago（米国）

Thammasat　University（タイ）

KasetSart　UniVersity（タイ）

University　of　the　Philippines

（ブイリピン）

Thammasat　UniVCrSity（タイ）

Moulmcin　Co11ege（ビルマ）

Chttlalongkorn　University（タイ）

Persahabatan　Hospital，　Jakarta

（インドネシア）

Indonesia結核協会

（インドネシア）

ThainmaSat　UniverSity（タイ）

University　of　the　Philippines

（フィリピン）

Chiangmai　University（タイ）

Hasanuddin　University

（インドネシア）

Peking　Un圭verSity（中国）

The　Chinese　Academy　of　Social

Sciences（中国）

Bogor　Agricu正tural　University

（インドネシア）

University　of　Peradeniya

（スリランカ）

Johns　Hopkins　School　of　Advan－

ccd　lnternational　Studics（米国）
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D．　A，　Wilson

J．　E．　Bardach

J．　S．　Stargardt

Thee　1〈ian　Wie

J．　L．　Tamba

Thomas　B．　Wiens

Mikhail　Nosov

Bernard　1〈．　Gordon

Jonker　Leonard　Tamba

Vladimir　G．　Leschke

Varunee　Thiramongkol

Wilhelm　Krelle

Chatthip　Nartsupha

Gbtz　Uebe

Kittipongse　Sumipan

Lee　Jay　Cho

Sajogyo

Pudjiwati　Sajogyo
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1968

1968

1970

1972

1972－74

1974

1975

1977－78東アジア・太平洋地域の国

　　　　　際政治

1978－79　インドネシアの社会発展の

　　　　　研究

1978　　東南アジアにおける国際関

　　　　　係

1978－79　地形発達史学

1979

1979

1979

1979－80

1980

1980

1980

タイ国の政治　　　　　　　University　of　California，　Los　An－

　　　　　　　　　　　　　geles（米国）

インドネシアの漁業，メコ　University　of　Michigan（米国）

ン開発問題

東南アジア史　　　　　　Victorian　Research　lnstitute

　　　　　　　　　　　　　（オーストラリア）

南スマトラの社会経済調査　LEK：NAS（ンドネシア）

地域開発計画　　　　　　　Sriwidj　aja　Univcrsity

　　　　　　　　　　　　　（インドネシア）

アジアの経済発展　　　　　University　of　Orcgon（米国）

日本のアジア政策　　　　　　National　Research　lnstitute　of　the

　　　　　　　　　　　　　World　Economy　and　lnterna－

　　　　　　　　　　　　　tional　Rclations　（ソ連）

　　　　　　　　　　　　　University　of　New　Hampshire

　　　　　　　　　　　　　（米国）

　　　　　　　　　　　　　LEK：NAS（インドネシア）

　　　　　　　　　　　　　lnstitute　of　World　Economy　ancl

　　　　　　　　　　　　　International　Relations　USSR

　　　　　　　　　　　　　Academy　of　Sciences（ソビエト）

　　　　　　　　　　　　　Chuialongkorn　University　Coast－

　　　　　　　　　　　　　al　Morphology　and　Sedimenta－

　　　　　　　　　　　　　tion（タイ）

西ドイツと日本及びアジア　Universitat　Bonn（西ドイツ）

諸国との貿易の計鍛分析

タイ経済史についての共同　Chulalongkorn　University（タイ）

研究

日本経済の成長パターンの　Technische　Universitat　MUnchen

国際比較とくに日本，ドイ　（餌ドイツ）

ツの比較

「日：本における小規模農業　NRG（タイ）

開発のための金融システム

制度」に関する共同研究

東南アジア人口の長期動向　East－West　Center（米国）

に関する共同研究

インドネシアにおける農村　Bogor　Agricultural　University

開発に関する社会学的研究　（インドネシア）

農村社会における女性の役Bogor　Agriculturai　University

割に関する研究　　　　　　（インドネシア）



Martin　Br◎nfenbrenner　　1980　　東南アジアにおける所得分　Duke　Universi£y（米国）

　　　　　　　　　　　　　　　　　配に関する研究

Ruth　T・McVey　　　　　1980　　インドネシアとタイの歴史　School　of　Or圭enta！and　African

　　　　　　　　　　　　　　　　　に関する研究　　　　　　　Studies，　University　of　London

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英国）

外国研究機関への派遣

　1963－1980年度の間に，次のセンター所員が面訴の大学，研究機関に教授および研究の

ために派遣された。

坪内　良博　1968－69

山日ヨ　　　　勇　　1968－70

吉原久仁夫　1969

　　　　　　1970－71

高谷　　女子一　　1971

安場　保吉　1971－72

二二　能宏　1971－72

吉原久仁夫　1973－74

辻井　　　　博　　1973－74

石井　米雄　1973－75

二三　保吉　1975

福井　捷朗　1975－76

江崎　光男　1975－76

土屋　健治　1975－77

吉原久仁夫　1976－77

山景多　　　進　　1978－79

江崎光男　1978－79

坪内　良博　1979－80

土屋　健治　1979－80

市村　真一　1980

発展途上國の人口問題

熱帯森林生態学

日本の経済登展

東南アジアの経済癸展

デルタの第四期学的研究

東南アジァ経済

水資源工学

東南アジアの経済発展

タイの農業経済発展

上座部仏教サンガの比較

経済史

水田の分類

フィリピン経済発展

インドネシア民族主義運動

日本と東南アジアの経済発

展

ASEANに関する研究

ESGAP地域の経済問題の

数量的分析研究

発展途上国の人口に関する

研究

インドネシアの近代史に関

する研究

計量経済学に関する研究

松下敬一郎　1980－81人口経済学的研究

Princeton　University　（米国）

Lembaga　Biologi　Nasional（インドネシア）

Univcrsity　of　Michigan（米国）

Unive「sity　of　the　PhiliPPines（フィリピン）

University　of　Texas（米国）

Thammasat　University，　Chulalongkorn　Univer－

sity（タイ）

University　of　California，　Riverside（米国）

University　of　Singapore（シンガポール）

Chulalongkorn　University，　Kasetsart　University

（タイ）

SOAS，　University　of　London（英国）

Australian　National　University（オーストラリア）

Agricultural　Universlty　Wagcningen（オランダ）

University　of　thc　PhilipPines（フィリピン）

Leidse　Universiteit，　Leidcl1（オランダ）

Stanford　University（米国）

University　of　Malaya（マレーシア）

ESCAP（タイ）

The　Population　Studies　Center　of　the　University

of　Michigan（米扇）

University　of　lndonesia（インドネシア）

Institut　fUr　Gesellschafts－und　Wirtschaftswissen－

schaften　der　Universitat　Bonn（西ドィッ）

［’he　Population　Studies　Center　of　the　University

of　Michigan（米国）
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留学生の派遣と受け入れ

　このほかにセンターは東南アジア研究を志す研究者の養成と国際交流の目的で，センタ

ーの若手研究者，京都大学の大学院生，およびその他の学生，若手研究者を欧米と東南ア

ジアに留学生として派遣あるいは留学の便宜を計った。また，東南アジア諸国の学生をセ

ンターの研修員として受入れ，その指導に当った。受入れた外国人研究生（研修員）は次

の通りである。

Pav　Saroeurng　　　　　　　　1969－70東南アジア近代史（インドシナ半島を中心として）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カンボジア）

金　　燗萬　　　　　　　　　　　1971－72　東南アジアにおける都市化の問題（韓国）

David　BRIAN　IwAAsA（岩浅）　1973－74経済発展論　国費外国人留学生（カナダ）

陳　　朝陽　　　　　　　　　　1974－75東南アジアにおける華僑の経済活動について（台湾）

George　L．　Hicks　　　　　　　　1974－75東南アジア経済の発展に関する研究（オーストラリア）

侯　　三聖　　　　　　　　　　1974－75中共の社会主義建設調整晴期における経済政策（台湾）

Thomas　B．　Wiens　　　　　　　エ974　　中国の経済と農村問題（U．S．A．）

Pannila　Ananda　　　　　　　　1976－77　日ホとスリランカの仏教比較研究　国費外国人留学生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（スリランカ）

Heru　Santosa　　　　　　　　1976－77インドネシアの地域開発計画に関する研究　国費外国人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　留学生（インドネシア）

（5）研　究　会

　センターでは，定期的な研究例会のほか，内外の研究者を招いて，随時，特別研究会を

行なっている。そのほかにも，テーマ別に組織された研究会が，いくつか行なわれている。

以下は，1975年より1980年7月末までにセンターで行なわれたこれらの研究会の一覧であ

る。

東南アジア研究例会

1975年度

5月22日

6月12日

6．月26日

7月10日

坪内　良博（センター）

「東南アジア村落論」

口羽　益生（竜野大学文学部）

「バリ島の稲作と村落」

前日　成：文（センター）

「ブギス・マカサル族のSiri’について」

水野　浩一（・センター）

「大陸部から見た島襖部」
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7月24日

9月25日

1明9日

10月23日

11月27日

12月1日

1月22日

2月12日

2月26日

3月11日

3月25田

1976年度

4月22日

6月3日

6月10日

6月24臼

7月1日

7月8日

9月30日

矢野　　暢（センター）

「東南アジアにおける国家権力の類型一封建制・家産制・藩主制」

青山　秀夫（京都大学名誉教授）

「歴史における宗教と文化一ウェーバー『プmテスタンティズムの倫理』を手がかりとし

て」

原　　忠彦（東京外大AA研）

「イスラームと環境」

石井　米雄（センター）

「上座部仏教のエコロジー」

口羽　益生（竜谷大学文学部）

「民俗文化と宗教」

高谷　好：一（センター）

「山。平野・海一その環境的考察」

安場保吉（センター）

「伝統社会の工業化：経済学のアプローチ」

森村　　勝（中央大学）

「民族資本の形成と経営者層」

吉原久仁夫（センター）

「外国資本と技術の伝達」

犬飼　一郎（京都産業大学）

「労働力形成と教育訓練」

水野　浩一（センター）

「近郊農村の変貌」

Gerard　DifHoth（センター，　Visiting　Fel王ow）

“Mon－Khmer　Languages　inMalaysia　and　in　the　Rest　of　Southeast　Asia”

Likhit　Dhiravegin（センター，　Visiting　Fe玉10w）

“Contemporary　Thai　Politics”

田辺繁治（国立民族学博物館）

「ラーンナータイの農村」

三谷　恭之（センター）

「南中国におけるタイ語について」

前田　成文（センター一）

「Amparita一丁スラウェシにおける一コミュニティ・スタディー一」

杉山　晃一（策北大学日本文化研究施設）

「祖霊祭羅と死者供養一北部タイの一農村における事例研究」

久馬　一剛（センター）

「東南アジアのデルタの農業」
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Sorasith　Vacharotayan（センタr　Vlsiting　Fellow）

“The　Role　of　Kasetsart　University　in　the　Thai　National　Development”

大矢　雅彦（早稲田大学）

「バングラデシュの地形分類と日本の援助計画」

海田　能宏（センター）

「メコン農業の将来」

Gerard　DifHoth（センター一一，　Visiting　Fellow）

“Relation　between　the　Animals　and　E［uman　Being　in　Semai　Society”

市村　真一（センター）

「緑の革命と農村開発」

山田　　勇（センター）

「東南アジアの森林構造」

辻井　博（センター）

「アジアにおける気象の農業生産におよぼす影響」

坪内　，良博（センター）

「都市環境における対人関係一ジャカルタの事例から一」

石井　　米雄（センター）

「タイ国における国家と宗教」

中嶋　千尋（京大農学部）

「米産・米食国における経済発展に伴う食糧自給率の低下仮説について」

高谷好一（センター）

「イラワジ・デルタの稲作」

福井　　捷朗（センター）

「サラワクの稲作」

本岡　武（センター）

「FAOに勤務して」

土屋　健治（センター）

「ヨーロッパにおけるインドネシア研究」

Edita　A．　Tan（センター，　Visitin9　Fellow）

“some　Economic　lmplica亡ions　ef　Major　lssues　in　Japanese　Higher　Education”

Charnvit　Kasetsiri（センター，　Visiting　Fellow）

“Peasant　Rebellions　in　Ayudhya”

福井　捷朗（センター）

「農業開発のための土地評価方法論をめぐって」

速水佑次郎（菓京都立大学経済学部）

“Evolution　of　Landtenure　System　in　a　Phi｝ippines　Village”

海；田　能宏（センター）



2月27日

3月13日

「メコン委員会から帰って」

Bemard　Kl。　Gordon（センター，　Guest　Professor）

“International　Politics　in　East　Asia：　lmplications　for　the　Foreign　Policies　of　Japan　and

the　USA”

Kyaw　Soe（センター，　Visiting　Fel至ow）

“Some　Aspects　on　the　Natural　Life　Resources　of　Burma”

1978年度

7月10日

8月14S

9月25日

11月6日

11月13日

2月ユ9日

3月7日

渡部　忠世（センター）

「アジア大陸における栽培稲の変遷と伝播」

Hadiarto　Mangunnegero（センタr　Visitin9　Fellow）

“Some　Aspects　of　Health　Care　and　Service　in　lndonesia　in　aomparison　with　Japan”

Suthy　Prasartset

“Socio－Economic　Origins　and　ldeas　of　Thai　lndustria1　Entrepreneurs”

V．G．　Lescke（センター，　Guest　Scholar）

「アジア安全保障の問題と見通し」

Ger加e王ino　M．　Bantisa（国際稲作研究所研究員）

“Socio－economic　Structure　and　Labor　UntilizationPattern　in　Two　Philippine　Villages”

」．L．　Tamba（センター，　Guest　Scholar）

“Income　Distribution　in　lndonesia”

H：aji　Kusnadi（センター，　Visiting　Feliow）

“Tuberculosis　Control　in　lndonesia”

1979年度（本年度より「東南アジア世界を考える」シリーズ発足）

4，月9日

5月7日

7月2日

7月16日

9月17日

9月25日

10月22日

10月　29日

矢野　　暢（センター）

「『東南アジア2の意味論」

高谷好一（センター）

「チャオプラヤデルタ開発史」

－市村　真一（センター）

陳南アジアの合弁企業における緊張と摩擦」

Thak　Chaloemtiarana（センター，　Visiting　Fellow）

“Dimensions　of　Power，　Legitimacy　and　Leadership　in　the　Thai　Social　Order”

小林　和正（センター）

「ジャワの人口増加について」

坪内　良博（センター）

「南スマトラにおける土地利用と集落史」

安場　保吉（センター）

「タイ経済の変貌」

Mattulada（センター，　Visit圭n9　Fe！low）
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12月3日

12月10日

3，月5日

“The　lnvolvement　of　South　Sulawesi　in　the　lndependent　Revolution　of　lndonesia，　1945－

1950”

Boonyawart　Lumpaopong（センター，　Visiting　Fellow）

“Multiple　Cropping　in　Northern　Thailand”

Leslie　E．　Bauzon（センター，　Visiting　Fellow）

“The　Sugar　Haciendas　of　Negros　lsland，　Phi！ippines，　1850－1900”

石井　米雄（センター）

「現代上座部仏教をめぐる諸問題」

1980年度

6月16日

6月30日

加藤　　岡（センター）

「東南アジアにおける都市と農村の関係について一ミナンカバウの事例一」

安場　保吉（センター）

「東南アジア貿易の構造変化とASEANの経済政策」

現地調査報告会

1975年度

5月15日

6月5日

2，月19日

野上　裕生（理学部）

「海外調査における問題点」

満久　崇麿（木材研究所），石原　茂久（木材研究所）

「：東南アジアの木材事惰」

辻井　　博（センター），長谷川史郎（大阪府立大学）

「パキスタン・インド・バングラデシュから帰って」

1976年度

　　4月8日

5．月13日

前田　成文（センター）

「インドネシアから帰って」

Likhit　Dhiravegin（センター，　Visiting　Fellow）

“The　Peoples　Republic　of　China，　An　lmpressionistic　View”

特別研究会

1975年度

　　6月14日

6月21日

12月1日

Gerald　Meier　（Stanford　University）

“Problems　of　Trade　and　Employment　in　Developing　Countries”

奥平　竜二（外務省）

「最近のビルマにおける学術研究事情」

George　Mcturnan　1〈ahin　（Cornell　University）

“Studies　for　South　East　Asian　Countries　in　U．S．A．”
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3月16日 Vernon　W．　Ruttan　（Agricultural　Development　Council，　Singapore）

“Agrjcultural　Development　of　South　East　Asian　Countries”

1976年度

　　　　7月16日 Daw　Kin　Yi　（Taunggyi　University，　Burma）

“Blrth　and　Death　among　the　Kachin”

1977年度

　　　10月3日 L．　J．　Pons　（Agricultural　University　of　the　Netherlands，　Wageningen）

“Past，　Present　and　Future　of　the　Dutch　aontributions　to　the　Reclamation　and

Improvement　of　Lowland　of　the　Worid”

1978年度

　　　5月24日

6月26日

12月15日

2月5日

Donald　K．　Emmerson　（University　of　Wisconsin）

“aomments　on　the　North－South　lnternational　Economic　Order：　Lifeboat　Ethics，

Resource　Politics　ancl　Asia”

Bernard　K．　Gordon　（University　of　New　Hampshire）

“Foreign　Policy　Options　in　a　Time　of　Change”

Pan　Yotopoulos　（Visiting　Fellow）

“What　Has　Orthodox　Development　Economics　Learned　From　Future　（sic．）

Experience”

安田　　聖（センター）

「電子計算機の現状とプログラム・パッケージについて」

1979年度

／0月15日

11月5日

11月2日

1！月26日

3月6日

3月24日

密田　　修（医学部）

「東南アジア諸国との医学研究のあり方j

Peter　S．J．　Cheng　（Singapole　Univ．）

“On　Southeast　Asian　Studies”

Chatthip　Nartsupha（センター，　Guest　Scholar）

“A　Peasant　Revolt　of　1924　in　Northeast　Thailand”

N．　C．　Brady　（IRRI）

「アジアの稲作の諸問題とIRRI」

Sein　Tin　（Ministry　of　Planning　and　Finances　of　Burma　G．）

“Publlc　Expenditures　in　Burmese　Economy，　1963－1979”

Sajogyo　（Bogor　Agricu｝tural　Univ．）

“Agrarian　Problems　in　lndonesia”

Pudjiwati　Sajogyo　（Bogor　Agricultural　Univ．）

“Studying　Rural　Women　in　West　Java”
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1980年度

　　4，月16日

5月26日

7月7日

7月14日

Lee－Jay　Cho（センター，　Guest　Scholar）

“Own－Children　Approach　to　Demographic　Estimation：　Application　to　Southeast

Asia”

張　　　　鍾（センターVisiting　Fellow）

安成　哲三（センター一）

「熱帯大気循環の経年変動と東南アジア地域における稲作収量の変動」

速水佑次郎（東京都立大学）

「アジア農村組織の変貌一フィリピンの米収穫制度の変化をめぐって」

Martin　Bronfenbrenner（センター，　Guest　Scholar）

“Trade　between　High－wage　and　Low－wageCountries：　工ts　Distributional　Conse．

　　　）7quences

「東南アジア平野開拓史」研究会

1977年度

第1回　5月19艮

第2回　 6月16日

1978年度

第3回　7月3B

第4回　3月9日

第5回　 3ノ署20日

高谷好一e（センター），石井　米雄（センター）

「イラワジデルタ（ビルマ）」

桜井由躬雄（センター）

「紅河デルタ（ベトナム）」

土屋　健治（センター）

「クリフォード・ギアツの‘Agricultural　lnvolution’をめぐって」

シンポジウム

「東南アジアデルタ開発史」

石井　米雄（センター），高谷　好一（センター）

「チャオプラヤデルタ」

高田　洋子（津田塾大学）

「メコンデルタ」

伊東　利勝（東京外国語大学AA研究所）

「イラワジ上デルタ」

大野　　徹（大阪外国語大学）

「イラワジ下デルタ」

斯波　義信（大阪大学），本田　　治（大阪大学）

「江南デルタ」

シンポジウム「江南デルタの水利と水利共同体」

川勝　　守（九州大学）

「明代江南デルタの水利と水利共同体」

森田　　明（大阪市立大学）

「清代江南デルタの水利と水利共同体」
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1979年度（本年度より「東南アジア低地開妬史」と改称）

第6回　7月28日～7月31日　　シンポジウム「江南デルタ開拓史」

　　　　　　　　　西嶋　定生（東京大学）

　　　　　　　　　　「火耕水縛をめぐって」

　　　　　　　　　福井　捷朗（センター），天野元之助，米田賢次郎（滋賀大学），山田　　勇（セ

　　　　　　　　　　ンター）

　　　　　　　　　　「コメント」

　　　　　　　　　川勝　　守（九州大学）

　　　　　　　　　　「宋元代の坪田・山田をめぐって」

　　　　　　　　　長瀬　守（筑波大学），高谷好一（センター）

　　　　　　　　　　「コメント」

　　　　　　　　　斯波　義信（大阪大学）「占城稲をめぐって」

　　　　　　　　　渡部忠世（センター），天野元之助

　　　　　　　　　　「コメント」

　　　　　　　　　濱島　敦俊（北海道大学）

　　　　　　　　　　「明清代の分粁をめぐって」

　　　　　　　　　森田　　明（大阪市立大学），海田　能宏（センター）

　　　　　　　　　　「コメント」

第7回　11．Ei　／4　H～1月16臼　　シンポジウムf華南の農業と共筒体」

　　　　　　　　　本田　　治（大阪大学）

　　　　　　　　　　「ひん海諸田の開拓」

　　　　　　　　　天野元之助

　　　　　　　　　　「華南の在来農法」

　　　　　　　　　斯波　義信（大阪大学）

　　　　　　　　　　「福建の開拓吏」

　　　　　　　　　森田　　明（大阪市立大学）

　　　　　　　　　　「広東の囲基について」

　　　　　　　　　天野元之助

　　　　　　　　　　「華南農業の生産関係」

　　　　　　　　　天野元之助

　　　　　　　　　　「華南の村落制度」

第8回　1現29田　　天野元之助，福武　　直，渡部　忠世（センター）

　　　　　　　　　　「鼎談『華南の農業と農村』」

第9回　2月22日～2月23日　　シンポジウム「ガンジス流域の稲作農村」

　　　　　　　　　　長崎　暢子（東京大学）

　　　　　　　　　　「ベンガル農村の土地制度の変遷」

　　　　　　　　　　福武　　直

　　　　　　　　　　「西ベンガル稲作農村の社会構造」

　　　　　　　　　　石田　　寛（広島大学）

31



　　　　　　　　　　「ガンジス流域の土地利用」

1980年度

第10回　5　fi　29　H～5月30日　　シンポジウム「ガンジス流域の古典村落と農業」

　　　　　　　　　田申耕司（センタ→，安成哲三（センター）

　　　　　　　　　　「ガンジス流域の自然環境」

　　　　　　　　　岩本　　裕（創価大学）

　　　　　　　　　　「ヴェーダ及びブラーフマナ文献にあらわれた古代インドの村落と生活」

　　　　　　　　　山崎　元一（国学院大学）

　　　　　　　　　　「マウリや朝前後ガンジス流域の農村と村落」

　　　　　　　　　小西　正門（法政大学）

　　　　　　　　　　「考古学よりみたるガンジス中下流域」

「アジアの自然誌」研究会

1977年度

第1回7月13日　安成哲三（センター）

　　　　　　　　　　「シェルパ族の一年」

第2回　9月28日　　高谷　好一（センター）

　　　　　　　　　　「ネパールの生態史」

第3回10月20日　山田　勇（センター）

　　　　　　　　　　「アジアの生態系」

第4回　1月17日　　高谷　好一（センター）

　　　　　　　　　　「マレー半島の稲作」

1978年度

第5回　6月30日　安成哲三（センター）

　　　　　　　　　　「南西モンスーン」

第6回　7月14日　　Thawatchai　Sant呈suk（理学部）

　　　　　　　　　“Vegetation　and　Ground　Cover　in　Thai｝and”

第7回　3月6日　田端英雄（理学部）

　　　　　　　　　　「ネパールの植：生」

第8回　3月6日　　小林　　茂（東京都立大学）

　　　　　　　　　　「ネパール中部山村における農業システムと環境破壊」

1979年度

第9媒　6月21日　吉井良夫（名誉教授）

　　　　　　　　　　「サンダカン1年半」

第10回　6月26日　　山田　　勇（センター）

　　　　　　　　　　「南スマトラの森林植生と焼畑」
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第11回　　 1iヨ17日

第12回　2月8EI

田ii耕司（センタPt）

「ビルマ乾季稲作の諸相」

張　　　鐸（Visiting　Fellow）

“Preliminary　Study　of　Climatic　Variation　of　the　Last　5，000　Years　in　China”

「海域世界の総合研究」研究会

1979年度

第1回　12月7日

第2回12月　20日

第3回　2月21日

第4回　3月26日

永積　　昭（東京大学）

「マラッカ海峡周辺の海上貿易」

鈴木　恒之（東京女子大学）

「アチュー西海岸の商取り引き」

大木　　昌（名古屋商科大学）

「西スマトラからマラッカ海峡へ」

加藤　　剛（センター）

「ミナンカバウの海岸商人の世界」

Leslie　Bauzon（Visiting　Fellowセンター）

Mindanao　and　Sulawesi　“The　lslam　Connection”

大木　　昌（名古屋商科大学）

「続・西スマトラからマラッカ海峡へ」

鈴木　恒之（東京女子大学）

「バンテン王国支配下におけるランポン地方社会の変容」

山本　達郎（国際キリスト教大学）

「鄭西下西洋考」

生田　　滋（東洋文庫）

「コメント」

1980年度

第5回　7月11日～7月13日　　シンポジウム「マラッカ海峡をめぐる政治権力と商業の諸形態」

　　　　　　　　　和田　久徳（お茶の水大学）

　　　　　　　　　　「15世紀マラッカ国の政治・経済構造」

　　　　　　　　　生田　　滋（東洋文庫）

　　　　　　　　　　「ポルトガル時代以降のマラッカとその貿易」

　　　　　　　　　前田　成文（センター）

　　　　　　　　　　「Amanna　Gappaをめぐって一ブキスの水界」

　　　　　　　　　大木　　昌（名古麗商科大学）

　　　　　　　　　　「スマトラ東海岸における河口権力の経済的基盤」

　　　　　　　　　生田　　滋（東洋文庫）

　　　　　　　　　　「ヨーvッパ史料からみた16・7世紀のアチェ王国」

　　　　　　　　　白石　さや（コーネル大学院）

33



　　　　　　　　　　「ヒカヤット・アチェにみるアチェ王国の成立」

　　　　　　　　　　鈴木　憧之（東京女子大学）

　　　　　　　　　　「17世紀から19世紀にかけてのアチェ王国の内国政治」

「人の移動プロジェクト」研究会

1979年度

10月3日

10月　23日

11fi　21日

12月12日

Mattulada（センター，　Visiting　Fellow）

A　General　History　of　Bugis　in　Sulawesi

古川久雄（センター）

「スラウェシの地形分類」

Mattulada（センター，　Visiting　Fellow）

Social　Stratification　in　South　Sulawesi

Mattulada（センター，　V量siting　Fellow）

Bugis　Migration

1980年度

　　6月2日　　野沢　　謙（霊長類研究所）

　　　　　　　　「東南アジアの家畜一諸家畜の遺伝的特性と野性原種との関係について」

　　　　　　　　尾本　恵市（東京大学）

　　　　　　　　「集団遺伝学的にみたフィリピン原住民の人種的起源」

「稲作の国際比較」研究会

1980年度

　　7月2日　　久保　安雄氏（西蒲原土地改良区誌編纂室）

　　　　　　　　「蒲原地域の舟農業期」

　　7月3日　　松原　義次氏（名古屋芸術大学）

　　　　　　　　「輪中の掘上田農業」

　　　　　　　　宮地　米蔵氏（福岡大学）

　　　　　　　　「有明海北岸低地の農業水利」

精定研究「文化摩擦」〈異民族支配と文化摩擦〉研究会

1977年度

第1回　4月28日　　石井　米雄（センター）

　　　　　　　　　　「今後の研究の進め方’について」

第2回6月2日　石井米雄（センター）
　　　　　　　　　　rHe｝en　Trager，　Burma　Tltrou．ah　Alien　E“es　．．．．．．．．．．．．」

第3回　7月7日　坪内　良博（センター）
　　　　　　　　　　「Michael　Symes，　An　Account　of　an　Embass“　to　the　Kingdom　of　Avaにあらわれた18

　　　　　　　　　　世紀末の英国人のビルマ観」
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第4回　 9，月29日

第5回　 10月20Eヨ

第6回　12．月15日

1978年度

第1回　　　6月29日

第2回　 9月13日

第3回　1月30E

第4回　2月21日

坪内　良博（センター）

「Hiram　CQX，　Journal　of　a　Residence　in　the　Burman　Emψireにあらわれた20世紀初

頭の英国人のビルマ人観」

坪内　良博（センター）

r“Michael　Symes，　Journal　of　his　Second　Embassy　to　the　Court　of　Ava　in　1802”

にあらわれた19世紀初頭のイギリス人のビルマ観」

：石井　米雄i（センター）

「異民族支配と文化摩擦の視点について」

大野　　徹（大阪外国語大学）

「ビルマ年代記にあらわれた英国人観」

橋本　　満（文学部）

「James　C．　Scott，　The　Moral　Econompt　of　the　Peasantをめぐって」

口羽　益生（龍谷大学）

「19世紀マレー半島における英人支配と土着の反応」

高谷　野一（センター）

「文化摩擦の生態学的基礎」

1979年度

第1回7月6礁　石井米雄（センター）
　　　　　　　　　　「19世紀東南アジアにおける文化摩擦研究の視点」

特定概究「文化摩擦」〈日本の南方関与と文化摩擦〉研究会

1977年度

第1回　5月14日

第2回　6月！葺ヨ

第3回　7月9日

第4回　9月17日

第5回　10月15日

第6回11月12日

第7回　 12）弓10日

矢野　　暢（センター）

「南方関与研究の方法論」

土屋　健治（センター）

吉井牛太郎（旧シンガポール在住者），中村　孝志（天理大学）

「〈南方関与〉の吟味」

吉川　洋子（京都産業大学）

「近代日本人のフィリピン進出の一局面」

石居　濡濡（アジア・ユースセンター）

「試図インド（ジャワ）への日本人進出一ある日本人の生涯」

吉川　洋子（京都産業大学）

「フィリピンへの日本人進出吏の一一一・局面」

原　　　誠（同志社大学）

「日本人キリスト者三浦譲の『南方関与』」

吉川　利治（大阪外国語大学）
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　　　　　　　　　　「タイ国のおやとい外国人について」

第8回　1月25日　　中村　孝志（天理大学）

　　　　　　　　　　「台湾総督府南方関係資料について」

1978年度

第1回　4月22日

第2回　 5月27日

第3回　6月10日

第4回　7，月8日

第5回　9月9田

第6回10，月14日

第7回　 11月11旺i

第8回　12ノヨ9日

第9回　1，月20日

第10回　3月10日

矢野　　暢（センター）

「昭和53年度の研究構想」

矢野　　暢（センター）

「大正期『南進論』の特質」

高橋　三郎（教養部）

「近代日本の『庶民2像一その研究動向一」

吉川　洋子（京都産業大学）

「フィリピン現地調査の成果」

上場　保吉（センター）

「近代日本経済史入門」

小島　　勝（教育学部・院）

「戦葡の日：本人小学校の歴史一マニラ・シンガポールを中心にして一」

土屋　健治（センター）

「ジャワに於けるく近代の超克〉主義について」

吉川　利治（大阪外国語大学）

「明治期のアジア主義とタイ国」

片山　邦雄（神戸商科大学）

「初期台湾銀行の南方政策一柳生頭取の南方観を中心として一」

長岡新次郎（外務省・外交史料館）

「台湾総督府外事部について」

土屋　健治（センター）

「蘭領東印度における日素人の進出一オランダ現地実態調査報告一」

1979年度

第1回　6月3日

第2回　9月22EI

第3回　11月17日

矢野　　暢（センター）

「本年度研究計画について」

「『南進論』の形成過程」

土屋　健治（センター）

「蘭領東印度における日本人の活動について一オランダ実態調査報告（2）一」

吉川　利治（大阪外国語大学）

「タイ現地調査報告」

吉川　洋子（京都産業大学）

「フィリピン現地実態調査報告」
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糖定研究「文化摩擦」〈アジア地域の経済発展と文化摩擦〉研究会

1977年

第1回　5月7日

第2回　6月18日

第3［藍1　7月22日

第4回　 10り弓1日

第5回　12月3日

第6回　1月21日

第7回　3月16日

市村　真一（センター）

「研究計画についての概念」

水野　浩一（センター）

「文化摩擦への関心」

藤原　　正（防衛大学校）

「軍部と文化摩擦の問題一インドネシアを申心に」

坂下　　昇（大阪大学）

「都市化と文化摩擦」

鈴木　光男（東京工業大学）

「多人種共存社会における棲みわけについてのゲーム論的考察」

猪木　武徳（大阪大学）

「LDCにおける市場の形成をはばむもの一G・　Akerlofの理論の検証のこころみ」

市村真一（センター）

「近代経営と東南アジア社会」

1978年度

5月22日・23日

第1回　6月17日

第2回　8，月12日

第3回　9月1日

第4回10月　12日

第5回　 11月25日

第6回　2月3日

第7回　3月10日

1979年度

第1回　5月12日

第2回　 6月18日

第3回

第4回

第5回

第6回

　　　研究打ち合わせ会

市村　真一（センター）

「合弁企業に対するSurveyの方法について」

「在外企業経営体験者との自由討議懇談会」

「在外企業の直諭する諸困難についての自由討議懇談全」

「シンポジウムおよび海外調査の計圃」

「海外調査の計画（アンケート等）」

「質問表集計と分析の統計的方法について」

「在外邦人，企業の現地調査の調整」

　　　　　　「サーベイの結果についての討議」「分析方法」

　　　　　　「第1次・第2次集計結果の検討と今後の統計的解析の進め方」

　　　　　館）

7月24日　　「質問表回収結果の討議と統計的解析方法の検討」

11月10日　　「12月の会議の報告打合せ」

1月5・6日　　「報告老執筆の打舎せ」

2月23日　　「追加最終調査の回答報告」

　　　　　　「第一次報告書の内容の検討」

　　　　　　「経理報告」

（於神田学士会
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その他の研究会

1978年度

12月12日

2月9日～！0日

3月5日～6日

1979年度

　　2月15日～16日

　　3fヨ10日～12日

シンポジウム「東南アジアの社会経済変動一クリフォー1

て一」

加納　門門　　　（アジア経済研究所）

白石　　隆　　（東京大学）

村井　吉敬　　（上智大学）

　　　第2回熱帯農業京都セミナー（於　京大会館）

市村　　真一（センター）

「アジアの社会発展と農業問題」

飯田　経夫（名古屋大学）

コメント

西村　博行（農学部）

「農村発展と農業技術の展開」

ロ羽　益生（龍谷大学）

コメント

服部　四郎（農林省）

「熱帯農業開発における技術的側面」

田中　　明（北海道大学）

コメント

　　　「世界出産力調査分析計画打合せ会」

組織者　小林和正（センター）

　　　シンポジウム「FAO：土地評価の枠組」

組織者福井捷朗（センター）

　　　シンポジウム「アジアにおける南北問題」

村松　　稔（公衆衛生院）

「入口増加の趨勢一世界における多様性」

小川　直宏（日本大学）

「人口と所得」

逸見　謙三（東京大学）

「一次産品問題」

篠原三代平（成覆大学）

「開発戦略と技術移転」

小島　　清（一橋大学）

「東南アジアへの直接投資」

難波　正義（石油公団）

「石油における南北問題」

ご’ギャーツの所説をめぐっ
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藤岡真佐夫（日本輸出入銀行）

「債務累積と国際金融」

西山　健彦（外務省）

「わが国の経済協力と東アジア」

　（6）東南アジアセミナー

　東南アジアセミナーは，東南アジアの自然・地理・歴史・民族・文化・社会・人口・政

治・経済等について概説し，専門的研究に必要な基礎的知識を付与するため，集中的な講

義及び演習を行なうことを目的とし，1976年から，毎年1回，開催されているものである。

以下，1977年度から1980年度のセミナーの日程，講義題風講師の一覧を掲げる。

1977年度　東南アジアセミナー日程及び講師

テnyマL　東南アジアの稲作社会

第1日　8月5日（金）

「言語と民族」　　　　　　　　　　　　　東南アジア研究センター　三谷　恭之

「文明の形成過程」　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　石井　米雄

「多民族社会の国民形成」　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　土屋　健治

「墓礎社会と外来文化」　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　桜井由躬雄

志2Eヨ　 8ノ著6日　（土）

「社会構造の諸類型」　　　　　　　　　　東南アジア研究センター　坪内　良博

「伝統文化と社会組織」　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　水野　浩一

「諸文化の比較：方法論1」　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　水野　浩一

「諸文化の比較：方法論2」　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　坪内　良博

第3日　8月8瞬（月）

HRAF実習「稲作民族の生活と文化」　　　東南アジア研究センター　石井　米雄，水野　浩一，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坪内　良博，三谷　恭之，他

第4日　8月9日（火）

HRAF実習「稲作民族の生活と文化」　　　〃　　同上

テーマ亙L　東南アジアの稲作と立地環境

第1日　8月17日（火）

「気候」　　　　　　　　　　　　　　　東南アジア研究センター　久馬　一剛

「地形と水文1」　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　高谷　好一

「地形と水文2」　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　高谷　好一

「土壌」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　久馬　一剛
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第2日　8月18日（木）

「稲作の起源：展開と立地環境」

「稲作社会の歴史的発展と立地環境」

「稲作農村の開発と立地環境1」

「稲作農村の開発と立地環境2」

第3日　8月19日（金）

野外討論「東南アジアから見た日本の稲作」

農学部　　　　　　　　　渡部　忠世

東甫アジア研究センター　高谷　好一

　　　　　〃　　　　　福井　捷朗

　　　　　〃　　　　　福井　捷朗

東南アジア研究センター　久馬　一剛，高谷　好一，

　　　　　　　　　　　福井　捷朗

ee　4日　S月10日（土）

野外討論「東南アジアから見た日本の稲作」　東南アジア研究センター

テーマIII．　ミュルダールとアジア

第！日　8月　26日（金）

「ミュルダール：アジア研究の背景1」　　　東南アジア研究センター

「ミュルダール：アジア研究の背景2」　　　　　　　〃

「アジアのドラマ分析as角　1」　　　　　　　　　　　〃

「アジアのドラマ分析視角2」　　　　　　　　　　　〃

第2日　　　8ノヨ27日　（土）

「経済の実態1」　　　　　　　　　　　　東南アジア研究センター

「経済の実態2」　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

「人口問題1」　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

「人口問題2」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

第3日　　　8月28日　 （日）

「工業と労働力1」　　　　　　　　　　　東南アジア研究センター

「工業と労働力2」　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

「教育問題1」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

「教育問題2」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

第4日　8月29日（月）

「計画化1」　　　　　　　　　　　　　　東南アジア研究センター

「計画化2」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

「軟性国家論1」　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

「軟性国家論2」　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

1978年度　東南アジアセミナー日程及び講師

テーマ　東南アジアの自然，文化，社会

第1日　8月16日（水）

「自然弓造1」　　　　　　　　　　　　　東南アジア研究センター

同　　上

安場　保吉

安野　保吉

安場　保吉

平場　保吉

吉原久仁夫

畜原久仁夫

小林　和正

小林　和正

安野　保吉

干場　保吉

市村　真一

市村　真一

野
野
物
野

矢
矢
矢
矢

暢
二
階
暢

高谷　好一
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「自然構造2」

「モンスーン1」

「モンス・・一・ン2」

第2日　　　8月17日　　（木）

「風化と土壌景観1」

「風化と土壌景観2」

「畑作と稲作1」

「畑作と稲作2」

第3日　8月18日（金）

「森と焼畑1」

「森と焼畑2」

「稲作の歴史1」

「稲作の歴史2」

第4日　8月21日（月）

「言語の系統と民族1」

「言語の系統と民族2」

「焼畑耕作民の生活一大陸部1」

「焼畑耕作民の生活一大陸部2」

第5［ヨ　8月22N（火）

「焼畑耕作民の生活一島沼部1」

「焼畑耕作民の生活一島醸部2」

「農罠の社会と文化一大陸部1」

「農民の社会と文化一大陸部2」

第6鉦ヨ　　8月23日　 （水）

「農民の社会と文化一島喚部1」

「農民の社会と文化一島喚部2」

「伝統文化と完教の構造1」

「伝統文化と宗教の構造2」

第7日　8月24日（木）

「民族主義の展開1」

「民族主義の展開2」

「国民形成の基本構造1」

「国民形成の基本構造2」

第8Eヨ　　　8ノヨ25日　　（金）

「政治文化の特質1」

「政治文化の特質2」

「経済構造の変化1」

〃
〃
〃

農学部

　11

東南アジア研究センター

　　　　　！1

東南アジア研究センター

　　　　　！1

　　　　　！1

　　　　　！1

東南アジア研究センター

　　　　　！1

　　　　　11

　　　　　1！

東南アジア研究センター

　　　　　！1

　　　　　1！

　　　　　！／

東南アジア研究センター

　　　　　！！

大阪大学人間科学部

　　　　！！

菓南アジア研究センター

　　　　　fl

　　　　　1！

　　　　　！1

東南アジア研究センター

　　　　　f／

　　　　　1！

高谷好一
安成　哲三

安成　哲三

古川　久雄

古川　久雄

福井　捷朗

福井　捷朗

山田　　勇

山田　　勇

渡部　忠世

渡部　忠世

三谷　恭之

三谷　恭之

水野　浩一

水野　浩一

坪内　良博

坪内　良博

水野　浩一

水野　浩一

坪内　良博

坪内　良博

梶原　景昭

梶原　景昭

土屋　健治

土屋　健治

土屋　健治

土屋　健治

矢野　　暢

矢野　　暢

丁場　保吉

41



「経済構造のi変化2」　　　　　　　　　　　　　　　　！ク

第9日　 8第28日　（月）

「農業発展と食糧問題工」　　　　　　　　農学部

「農業発展と食糧問題2j　　　　　　　　　　〃

「国際河川の開発一メコンの自然と社会1」　東南アジア研究センター

「国際河川の開発一メコンの目然と社会2」　　　　　　〃

第10日　8，月29日（火）

「地際河川の開発一メコンプロジェクト1」　東南アジア研究センター

「圏際河川の開発一メコンプロジェクト2」　　　　　　〃

「貿易，工業化，外資1」　　　　　　　　　　　　　　〃

「貿易，　工業イヒ，　タト資2」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

第11鶏　8月30日（水）

「人口と都市化1」　　　　　　　　　　　東南アジア研究センター

「入口と都市化2」　　　　　　　　　　　　　　　　〃

「所得分配1」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

「所得分配2」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

第12日　8月31日（木）

「世界のなかの東南アジア1」　　　　　　　東南アジア研究センター

「世界のなかの東繭アジア2」　　　　　　　　　　　〃

討論1　　　　　　　　　　　　　　　東南アジア研究センター教官

討論2　　　　　　　　　　　　　　　東南アジア研究センター教官

1979年度　東南アジアセミナー日程及び講師

テーーマ1．言語と歴史

第1日　8月1日（水）

「東南アジアの言語」　　　　　　　　　　東南アジア研究センター

「東南アジア史概説」　　　　　　　　　　　　　　　　　”

「タイ国史概説：稲作と国家形成をめぐって」　　　　　〃

eq　2日　8，月2日（木）

「ベトナム村落史研究の試み」　　　　　　東南アジア研究センター

「東南アジアの仏教」　　　　　　　　　　　　　　　〃

「東南アジアの宗教イスラーム」　　　　　　　　　　　〃

テーマH．　自然と農i業

主1日　8月3日（金）

「東南アジアの自然景観」

「森と焼畑」

高場　三密

西村　博行

西村　博行

海田　能宏

海田　能宏

海田　能宏

海田　能宏

吉原久仁夫

吉原久仁夫

小林　和正

小林　和正

江崎　光男

江崎　光男

市村　真一

市村　xr’一一・・

西村　博行，古川　久雄

三谷　恭之

石井　米雄

石井　米雄

桜井由躬雄

石井　米雄

坪内　良博

東南アジア研究センター　高谷　好一

　　　　　〃　　　　　　山畑　　勇
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第2日　8月6日（月）

「モンスーン」

「畑作と稲作」

第3日　8月7臼（火）

「稲作の発達」

「稲作農業の水利用」

第4日遅8月8日（水）

「気候変動と湿潤熱帯の農業」

「国際河川の開発（メコンの自然・農業・プ

ロジェクト）1

テーマ1叢．政治と経済

第1日　8月9日（木）

「国民形成の構造」

「政治文化の特質」

第2日　8月12日（日）

「国際関係の展開」

「農業発展と食糧問題」

第3曝　8月13日（月）

「工業化と貿易」

「生活水準と所得分配」

第4日　8月14日（火）

「外資の役割」

「入団と都市化」

テーマIV．民族と文化

第1日　　　8」ヨ15El　（オく）

「東南アジアの民族と文化：総論」

「比較と展望（1）東南アジア世界の基本的

性格」

「ケーススタディー（1）マレー」

「ケーススタディー（9）ブギス」

第2日　8月16日（木）

「ケーススタディー（皿）ミナンカバウ」

「比較と展望（■）近代化と東南アジアの社

会変容」

「総合討論」

東南アジア研究センター

　　　　　11

農学部

東南アジア研究センター

東南アジア研究センター

　　　　　1！

東南アジア研究センター

　　　　　ll

東南アジア研究センター

農学部

東南アジア研究センター

　　　　　11

東南アジア研究センター

　　　　　！！

東南アジア研究センター

　　　　　！1

　　　　　1！

　　　　　1！

東南アジア研究センター

　　　　　！！

　　　　　！／

安成　哲三

福井　捷朗

田中　耕司

海田　能宏

福井　捷朗

海N　能宏

土屋　健治

矢野　　暢

山影　　進

西村　博行

安場　保吉

市村　真一

吉原久仁夫

小林　和正

前田　成文

前田　成文

坪内　良博

前田　成文

加藤　　剛

加藤　　内

渡音区　　　忠世，　　イ也
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1980年度　東南アジアセミナー一　H程及び講師

テーマL　東南アジア農業の自然的基盤

第1日　7月18日（金）

「概説」　　　　　　　　　　　　　　　　東南アジア研究センター

第2日　7月19日（土）

「モンスーン」　　　　　　　　　　　　　東南アジア研究センター

「火耕水籍」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

第3日　7月21日（月）

「オカボから浮稲まで」　　　　　　　　　東南アジア研究センター

「メコンをデザインする」　　　　　　　　　　　　〃

第4日　7．月22日（火）

「スンダシェルフの低湿地」　　　　　　　東南アジア研究センター

「熱帯の火山灰土壌」　　　　　　　　　　　　　　　〃

テーマII．東南アジアのこころと美

第1日　7，月32日（水）

「東南アジアのこころ」　　　　　　　　　東南アジア研究センター

「東南アジアの人と生活」　　　　　　　　　　．　　〃

「タイのこころと文学」　　　　　　　　　大阪外国語大学

第2日　7月24日（木）

「インドネシアのこころと文学」　　　　　　東南アジア研究センター

「ビルマのこころと文学」　　　　　　　　大阪外國語大学

「東南アジアの建築美」　　　　　　　　　　明石工業高等専門学校

第3日　7月25日（金）

「東南アジアとイスラーム」　　　　　　　東南アジア研究センター

「東南アジアと仏教」　　　　　　　　　　　　　　　〃

第4日　7月26日（土）

「東南アジアと儒教」　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

「東南アジア文献概説」　　　　　　　　　　　　　　〃

テーマ∬1．東南アジアの政治と経済

第エ日　7月28日（月）

「人m」

「政治」

「経済」
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高谷　好一

安成　哲三

福井　捷朗

田中　耕司

海田　能宏

古川　久雄

　　／！

鈴木　静夫

前田　成文

吉川　利治

加藤　　剛

南田みどり

野口　英雄

口羽　益生

石井　米雄

桜井由鞘翅

北野　康子，前田　成文

加藤　　剛，石井　米雄

桜井由富士

東南アジア研究センター　小林　和正

　　　　　〃　　　　　矢野　　暢

　　　　　〃　　　　　　安場　保吉



「国際関係」

第2日　7月29日（火）

「ASEANの政治学」

「ASEANの経済学」

「タイはなぜ独裁か」

「南北問題1一背景と潮流」

第3日　7月30日（水）

「南北問題E一主要な論点」

「工業化と商業資本の役割」

「農家と農業の営み」

第4日　7月31日（木）

「人口抑制政策はうまくいっているか」

“Notes　on　Economic　Development　and　the

Size　Distribution　of　lncome，　with　Special

Reference　to　Southeast　Asian　Countries”

「総合討論」

東京大学 山影　　進

　〃　　　　　　　　　山影　　進

東南アジア研究センター　安場　保吉

　　　　〃　　　　　矢野　　暢

　　　　〃　　　　　江崎　光男

農学部

〃
〃

　　lf

吉原久仁男

西村　博之

東南アジア研究センター　小林　和正

Visiting　Scholar　Martin　Bronfenbrenner

東南アジア研究センター　渡部　忠世

（7）資料蒐集

　棄南アジアの研究を深化，発展させるために各種の資料蒐集が重要なことはいうまでも

ない。センターでは，資料部が中心となって，これらの資料を蒐集しているが，その内容

は，図書，マイクロフィルム，統計，地図に大別される。各々の概要は，下記の通りであ

る。

図　　書

　当センターでは，1965年に図書室が開設されて以来，東南アジアの自然・社会・文化に

関する各種文献と雑誌との蒐集をすすめてきたが，その結果，1979年度末現在，22，582冊

（内，洋書1，659冊，和漢書5，989冊）の書籍と約117種の継続購入雑誌を蔵するにいたった。

図書室の開館日は，月曜から土曜までであり「東南アジア研究センター図書利用規程」に

もとづいて，閲覧，貸し出し等の業務を行っている。

　マイクロフィルム

　センターでは，1971年以降，インタードキュメンテイションセンターが製作した「イン

ドネシア関係文献マイクロフィッシュ」を継続的に購入している。このマイクロフィッシ

ュは，米国コーネル大学及びオランダ王立言語・民俗・文化研究所所蔵のインドネシア関

45



係の諸資料（新聞，雑誌，書籍，富報等）からなり，現在までに，すでに製作されたもの

のうち，約半数（5万フィッシュ）を蒐集している。今後とも，この蒐集を継続していく

予定である。

統　　計

　統計は東南アジア・東アジア諸国の政府刊行物，圏連等国際機関出版物を中心に約2，900

点を保有している。このうち，日本を除く東アジアと東南アジア関係が約半数である。統

計の大部分は戦後に刊行されたものであるが，国際機関と日本関係のものは若干戦前の刊

行物が含まれている。

地　　図

　所有する地図は東南アジア地域を中心に，インド，バングラデシュ，スリランカ，ネパ

ール，パキスタン，中園，朝鮮，オーストラリア，太平洋諸島及び日本周辺と，ほぼ南ア

ジアから東アジア全域をおおっている。製作年代も，戦前のものから近年の航空測量によ

るものまで，多岐にわたっており，現在約1万2千枚余に及んでいる。この中には，IH

陸地測量部による南アジア，東アジアの2万5千分の1，5万分の1地形図等，歴史的に

みても貴重なコレクションもある。また，数は少ないが，東南アジア各国の土地利用図，

地質図，植生図などの主題図も含まれている。この他，最近は，地球資源衛星LANDSAT

による空中写真も，東南アジア全域について購入する計画が進められている。
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第4章研究スタッフ

　センター・スタッフの略歴，童要な業績，

現在の研究テーマは，以下の通りである。

なお，各スタッフ（五十音順）は，（1）研究

部門，（2）客員研究部門，（3）資料部の順で紹

介され，1は学歴，2は学位，3は専攻，

4は主要著書・論文，5は現在の研究テー

マを示す。また，（4）旧研究スタッフの欄で

は，かつてセンターの研究部門に所属され

た方々（五十音順）を対象に，1現職と2

主要著書・論文が示されている。

（1）　　研究音βF弓

石井　米雄

1．東京外国語大学第7部第3類，昭和30

　年中退。

2．京都大学法学博士

3．東南アジア史・南方上座部仏教比較論

4．（1）　『上座部仏教の政治社会学一国教の

　構造』三文社，ユ975年。

　②　『タイ国一ひとつの稲作社会』　（編

　著）創文社，！975年。

　（3）　『インドシナ文明の世界』講談社，

　1977年。

　（4）　『戒律の救い：小乗仏教』淡交社，

　！969年。

5．　タイ・ラオス・カンボジアにおけるサ

　ンガの比較研究

市村　真一

L　京都大学経済学部，昭稲24年卒業。

2・　マサチューセッツ工科大学Ph．　D．，経

　済学博士

3．　計量経済学・経済発展論

4．（O　“Toward　a　General　Non－Linear

　Dynamic　Theory　of　Economic　Fluc－

　tuations，”　in　K．　K．　Kurihara　（ed．），

　Post－Ke］nesian　Economics，　Rutgers　Uni－

　versity　Press，　1954．

　（2）　『日本経済の構造』創文社，1957年。

　（3）　The　Regional　Economic　Survey　of

South　Sumatra，　（with　Thee　1〈ian－Wee），

　LIPI，　Jal〈arta，　1975．

（4）　“Econometric　Models　of　East　ancl

　Southeast　Asian　Developing　Econom－

　ies　and　Asian　HNK　Mode1，”　『東南

　アジア研究』！7巻2号，1979年。

5．（1）東南アジア諸圏と田本及びアメリカ

　との経済関係

　②　日本企業の東南アジア進出と技術移

　転

江崎　光男

1．東京大学教養学部，昭和4！年卒業。

2．ハーバード大学Ph．　D．

3．　計量経済学・経済発展論

4．（1）　“Growth　Accounting　of　the　Phil－

　ippines：　A　Comparative　Study　of　the

　l965　and　1969　lnput－Output　Tables，”

　Phili　Pine　Economic　Journal，　Vol．　XIV，

　No．　4，　1975．

　（2）　“Growth　Accounting　of　the　Phil一一

　ippines：　The　Demand－for－Output
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　Side，”『東南アジア研究』　15巻1号，

　1977年。

　（3）　“Growth　Accounting　of　Postwar

　Japan：The　Input　side，”『季刊理論経

　済学』29巻3号，1978年。

　（4）　“Linking　National　Econometric

Models　ofJapan，　U．　S．　A．　and　the　East

　and　Southeast　Asian　CouRtries－A　Pirot

　Study，”『東南アジア研究』17巻2号，

　1979年。

　（5）　『El本経済のモデル分析』創文社，

　1977年。

5．（1）東南アジア経済成長の量的国際比較

　（2）南北問題

海田　能宏

1．京都大学農学部，昭和37年卒業。

2．京都大学農学博士

3．農業水文学

4．（O　“Hydrography　of　Rice　Land　in

the　Vietnamese　Part　of　the　Mekong

　Delta，，，『東南アジア研究』1299　2号

　1974年。

　（2）　“Agro－Hydroiogic　Regions　of　the

　Chao　Phraya　Delta，”　in　S．　lchimura

　（ed．），　Southeast　Asia：　Nature，　Societ2　and

　Development，　University　Press　of　Ha－

　waii，　1976．

　（3）　“Pa　Mong　Optimization　and

　Downstream　Effects　Study：　Pa　Mong

　Downstream　Effects　on　Hydrology

　and　Agriculture　in　Cambodia”，　Re－

port　of　Mekong　Secretariat，　MKG／41，

　1977．

　（4）　「メコンをデザインする」　『水と土
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　と生態」共立出版，1980年。

5．　モンスーンァジァの稲作と水利

加藤 唾麗

L　一橋大学社会学部，昭和41年卒業。

2・　コーネル大学Ph．　D．

3．社会人類学

4．（1）　“Social　Change　in　a　Centrifugal

Society：　The　Minangkabau　of　West

　Sumatra’？　unpublished　Ph．　D．　disser－

　tation，　Cornell　University．

　（2）　“Change　and　Continuity　in　the

Minangkabau　Matrilineal　System”

　Indonesia，　No．　25　（April）　1978．

　（3）　「西部スマトラ。ミナンカバウの社

　会構造一母系制を中心として一」早稲田

　大学社会科学研究所・インドネシア研究

　部会編『インドネシアーその文化社会と

　日本一」旱稲田大学出版部，1979年。

（4）　“Rantau　Pariaman：　The　World

of　Minangkabau　Coastal　Merchants

　in　the　Nineteenth　Century，”　Journal

　of　Asian　Sindies，　Vol．　39，　No．　4　，1980．

　㈲　　「矛と盾一ミナンカバウ社会にみる

　イスラームと母系制の関係について一」

　『東南アジア研究』18巻2号，1980年。

5．（1）　ミナンカバウ母系制社会の変容

　②　インドネシアの大都市にみる出稼ぎ

　人の生態

小林　和正

1．東京帝国大学理学部，昭和18年卒業。

2．理学博士

3．入m学
4．（1）　『アジア人口学入門』（共著），アジ



　ア経済研究所，1978年。

　（2）　『人ロ』（人類学講座第11巻），雄山

　閣，1979年。

　（3）　Fertilitpt　Transition　of　the　East　Asian

　POpUlatiOnS（共編），　UniVerSity　PreSS　Of

　Hawaii，　1979．

　（4）　「数理モデルによる年齢別人口構造

　の比較」『アジア諸国の人口構造と労働

　力』（第3章），アジア経済研究所，1980

　年。

5．人口増加の地域分析

桜井由躬雄

1．東京大学文学部，昭和42年卒業。

2。東京大学文学修士

3．　ベトナム社会経済史

4．（1）　「永盛均田例の研究」『史学雑誌』

　84巻7号，1976年。

　（2）　「嘉隆均田例の分析」『東南アジア

　研究』14巻4号，1977年。

　（3）　「19世紀初期ヴェトナム村落内土地

　占有状況の分析」「東南アジァー歴史と

　文化』6号，1976年。

　（4）　「雪田問題の整理一古代紅河デルタ

　開拓試論」『東南アジア研究』17巻1号，

　1979年。

　（5）　「10世紀紅河デルタ開拓試論」『東

　南アジア研究』17巻4号，1980年。

5．紅河デルタ稲作の歴史的発展

高谷　好一

1．京都大学理学部，昭和33年卒業。

2・京都大学理学博士

3．　自然地理学

4．（1）　“Physiography　of　Rice　Land　in

　the　Chao　Phraya　Basin　of　Thailand”

　『東南アジア研究』第9巻3号，1971年。

　（2）　“Rice　Cropping　Pattern　in　South－

　em　Asian　Delta，，，『東南アジア研究』

　13巻2号，　1975年。

　（3＞　「水田の景観学的分類試案」　『農耕

　の技術』1号，1978年。

　（4）　「南スマトラ，コムリン川流域の稲

　作景観」『東南アジア研究』17巻3号，

　1979年。

　⑤　「チャオプラヤ・デルタの開拓」『東

　南アジア研究』17巻4号，1980年。

5．稲作生態史

田中　耕司

1．京都大学農学部，昭和44年卒業。

2．　京都大学農学修士

3．作物学
4．（1）　「ビルマ中央平原の作物分布」　『東

　南アジア研究』14巻2号，1976年。

　（2）　「高橋梁下における稲作風害の一

　　例」『近畿作物・育種談話会報』21号，

　　1976年。

　（3）　「混作の様式と技術に関する栽培学

　　的研究」『日本作物学会紀事』47巻，

　　別号2，1978年。

　（4）　『日本農業全集第7巻』（校注，

　現代語訳，解題）農山漁村文化協会，

　1979年。

5．熱帯アジアにおける水田・畑の作付体

　系と作付様式に関する研究

土屋　健治

1．東京大学教養学部，昭和41年卒業。

2．東京大学国際学修士
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3．　インドネシア政治思想史

4．（1）　“The　Taman　Siswa　Movement－

　Its　Early　Eight　Years　and　Javanese

　Background”，　．Journal　of　Southeast　Asian

　Studies，　Singapore，　Vol．　6，　No．　2，　1975．

　（2）　「「原住民委員会」　をめぐる諸問題

　一支配と抵抗の様式に関連して一」　『東

　南アジア研究』15巻2号，1977年頃

　（3）　「ジャワ知識人の西欧認識をめぐる

　諸問題（］　913年～1922年）」『東南アジア

　研究』15巻4号，1978年。

　（4＞　「インドネシア政治思想研究序説

　（1）～（皿）」『アジア経済』20巻5号～

　7号，1979年。

　（5）　『東南アジアハンドブック』改訂版

　（共著，松本重治監修）講談社，1980

　年。

5．　インドネシア政治の文化的了解

坪内　良博

ユ．京都大学文学部，昭和35年卒業。

2．京都大学文学博士

3．社会学

4．（1）　『離婚一比較社会学的研究』（共著）

　論文社，1970年。

　（2）　『マレー農村の研究』（共編著）記文

　社，1976年。

　（3）　『核家族再考一マレー人の家族圏』

　（共著）弘文堂，1977年。

　（4）　Three　Mala2　Yillages：　A　Sociolog“

　of　Paddy　Growers　in晩∬zlt（αlaysia（共

　編著），The　University　Prcss　of　Hawaii，

　1979．

5．東南アジアの社会と人口
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福井　捷朗

1．京都大学農学部，昭和36年卒業。

2．京都大学農学博士

3．農業生態学

4．（1）　「サラワク低地の土地利用と未利

　用」『東南アジア研究』17巻4号，1980

　年。

　（2）　「気候変動と湿潤地帯の農業」『科

　学』49巻3号，1979年。

　（3）　“Climate　Variability　and　Agri－

　culture　：　The　Humid　Tropics，”　in　Pro－

　ceedings　World　Climate　Corf．　Geneve，　Feb．，

　1979，　WMO，　1980．

　（4）　「土地評価の枠組（第1部），同（第

　2部），周（第3部），同（第4部），同

　（第5部）」『ペドロジスト』22巻2号，

　23巻1号，23巻2号，1980年。

　（5）　“Ch．　17．　An　Agro－environmental

　Consideration，”　in　M．　1〈uchlba　et　al．

　（eds．），　Three　Mala“　Villages，　University

　Press　of　Hawaii，　1979．

5．農業生態系としての稲作の類型化とそ

　の定量的測定

古川　久雄

1．京都大学農学部，昭和38年卒業。

2．京都大学農学博士

3．土壌学

4．（1）　「近畿地方低地部ICおける土壌の分

　布則および分布単位に関する事例研究」

　『ペドuジスト』20巻1号，1976年。

　②　『カラースライド集・日本の土壊』

　（共著）農山漁村文化協会，1977年。

（3）　“Chemical，　Mineralogical　and

Micrornorphologi　cal　Properties　of



　Glaebules　in　Some　Tropical　Low－

　land　Soils，，『東南アジア研究』14巻3号，

　1976年。

（4）　“Manual　for　Field　Soil　Records”

　Discussion　Paper　No．　103，　CSEAS，

　Kyoto　University，　1979．

　（5）　「南スマトラ低地部の土壌」『東南

　アジア研究』17巻3号，1979年。

5．熱帯低湿地の土壌

前田　成文

1．　京都大学文学部，昭和38年卒業。

2．　シカゴ大学Ph．　D。

3．文化人類学

4．（1）　『マレー農村の研究』（共編著）創

　文社，1976年。

　（2）　『核家族再考一マレー人の家族圏』

　（共著）弘文堂，1977年。

　（3）　「コミュニティ宗教におけるシンポ

　リズムー南スラウェン省アンパリタにお

　ける事例」『東南アジア研究』14巻3号，

　1976年。

（4）　“The　Malay　Family　as　a　Social

　Circle”『東南アジア研究』16巻2号，

　1978年。

5．（1）ブギスの社会構造と文化

　（2）東南アジアにおけるmacrocosmと

　mlcrocosm

松下敬一郎

1．京都大学農学部，昭和51年卒業。

2．京都大学農学修士

3．入ロ経済学

4．（1）　「マルサスの人口思想」（卒業論文），

　1976年。

　（2）　「完結出生力調査による戦後田本の

　出生力低下の要因分析」（修士論文），

　1978年。

　（3）　“Economic　Analysis　of　Age　at

First　Marriage”　（mimeo），　1980．

5．　結婚年齢の経済分析

三谷　恭之

1．京都大学文学部，昭和37年卒業。

2．　コーネル大学Ph．　D．

3。東南アジア言語学

4．（1）　“Descriptive　and　Comparative

　Studies　of　the　Khamet　Phonology，”

　in　S．　lchimura　（ed．），　Southeast　Asia：

　IVature，　Societ“　and　Development，　Univer－

　sity　Press　of　Hawaii，　1976．

　（2）　“Palaung　Dialects：APreliminary

　Comparison，，『東南アジア研究』15巻

　2号，1977年。

　（3）　“Phonological　Studies　of　Lawa：

　De　scription　and　Comparison，”　Ph，　D．

　Dissertation，　Comell　University，　1978．

　（4）　“Vowel　Correspondences　between

　Riang　and　Palaung，”　in　T．　L．　Thong－

　kum　et　al．　（eds．），　Studies　in　Tai　and

　Mon－Khmer　Phonetics　and　Phonotog2　in

　Honour　of　Enge’nie　JA．　Henderson，　1979．

　（s）　“Languages　of　South　Sumatra，”

　in　Y．　Tsubouchi　et　al．　（eds．），　South

　Sumatra：　Man　and　Agriculture，　1980．

5．　モン・クメール語比較硯究

安臥　保吉

1．東京大学教養学部，昭和28年卒業。

2．　ジョンズ・ホプキンズ大学Ph．　D．
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3．経済発展論・比較経済史

4．　（1）　Birth　Rate　of　the　Milhite　PoPulation　in

　the　United　States：　1800－1860，　Johns

　Hopkins　University　Press，　1962．

　（2）　『経済成長論』筑摩書房，1980年。

　（3）　“Anatomy　of　the　Debate　on　Japa－

　nese　Capitalism，”　Japanese　Econ．　Studies，

　Vol．　2，　No．　1，　1975．

　（4）　「東南アジアにおける石油危機」『東

　南アジア研究』14巻4号，1977年。

　（5）　「ASEAN経済政策の分析」渡部忠

　世編『東南アジア世界一実像の検証』創

　文社，1980年。

5．（1）　タイの経済発展

　（2）ASEANの工業化と地域協力

　（3＞資源問題と日本の南進

　（4）アジア諸国の転換点

安成　哲三

1．京都大学理学部，昭和46年卒業。

2．京都大学理学修士

3．気象学

4．G）　“Spectral　Analysis　of　Monsoonal

　Precipitation　in　the　Nepal　Himalaya，”

　5物。（日本雪氷学会誌），No．38，　spe－

　cial　issue，　1976．

（2）　“Stationary　Waves　in　the　South－

　ern　Hemisphere　Mid－latitude　Zone

　Revealed　from　Average　Brightness

　Charts，”JXour．　Met．　Soc．　JaPan　（日本

　気象学会誌），Vol．55，　No．3，1977．

　（3）　“Characteristics　of　Monsoonal

　Precipitation　around　Peaks　and　Ridges

　in　Shorong　and　Khumbu　Himal，”

　SePP］o，　No．　40，　Special　issue，　1978．
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　（4）　“Cloudiness　Fluctuations　associ－

　ated　with　the　Northern　Hemisphere

Sum皿er　Monsoon，”．lour．　Met．　Soc．

　Japan，　Vol．　57，　No．　3，　1979．

　（5）　“A　Q；uasi－stationary　Appearance

　of　30　to　40　Day　Period　iR　the　Cloudi－

　ness　Fluctuations　during　the　Summer

　Monsoon　over　lndia，”　Jour．　Met．　Soc．

　Japan，　Vol．　58，　No．　3，　1980．

5．　モンスーンの変動に関する研究

矢野 暢

1．京都大学法学部，昭和34年卒業。

2．京都大学法学博士

3．　政治発展論

4．（1）　『タイ・ビルマ現代政治史研究』創

　文社，1968年。

　（2）　『「南進」の系譜』中公新書，1975年。

　㈲　『東南アジア学への招待』（編著）日

　本放送出版協会，1977年。

　（4）　『日本の南洋史観』中公新書，1979

　年。

　⑤　『東南アジア世界の論理』中央公論

　社，！980年。

5．（1）タイ国の現代政治史

　（2）東南アジアの国家構造

　（3）近代日本の南方関与

吉原久仁夫

1．　カリフォルニア州立大学経済学部，昭

　和37年卒業。

2．カリフォルニア大学Ph．　D．

3．経済発展論
4．（1）　Foreign　lnvestment　and　Domestic　Re－

　sponse：　A　Stud2　of　Singapore’s　lnderstri一



　alization，　Eastern　Universities　Press，

　Singapore，　1976．

　（2）　JaPanese　lnvestment　in　Southeast　Asia，

　University　Press　of　ffawaii，　Honolulu，

　1978．

　（3）　“A　Study　of　Philippine　Manufa－

　cturing　Corporations”，　The　Developing

　Economies，　Sept．，　1971．

　〈4）　“Demand　Functions：An　Applica－

　tion　to　Japanese　Expenditure　Pat－

　tern，”　Econometrica，　April，　1969．

　（s）　JaPanese　Economic　DeveloPment：　A

Short　lntrodaction，　Oxford　University

　Press，　Tokyo，　1979．

5．東南アジアにおける工業化と商業資本

渡部　忠世

1．京都大学農学部，昭和24年卒業。

2．農学博士

3．　熱帯作物学

4．（9　Glutinous　Rice　in　Northem　ITrhaitand，

　Yokendo，　1967．

　（2）　“ldentification　of　Cultivated
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　（4）　『稲の道』田本放送出版協会，1977

　年。
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　（2）　「門門寧関於保衛祖国的論述看第二

　世界三碧民族独立的正義牲」『人民N報』，
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　（3）　“The　Shinhala　Consciousness　in

　History　and　Historiography，”　paper
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　phies　of　the　Pacific　（typewritten），
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　大畑報』No．50，1978年。
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Fauna　（Late　Oligocene），”　Bull．　Car－
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2．（1）　『タイ農村の社会組織』創文社，
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No．　12－22，　CSEAS，　Kyoto　University，

1971．

（3）　“Comparative　Analysis　of　Rural

Development：　Rice－Growing　Villages
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5章　出　版　目　録

　　以下は，1980年度末現在に，センターが刊行した　（1＞東南アジア研究叢書（和文・英

文），（2）シンポジウム報告書，（3）『東南アジア研究』，（4）リプリント。シリーズ，㈲デ

ィスカッション・ペーパーの一覧である。
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E一一　6．

E一　7．

E一一　8．
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E一一14．
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　　　　1951－66．　Hono！ulu：　University　Press　of　Hawaii．

1977．Southeast　ASia：Nature，5厩ゆandエ）evetoPmen彦．　Honolulu：
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　　　　Fertilit？　Transition　of　the　East　Asian　Populations．　Honolulu：

　　　　University　Press　of　Hawaii．
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